
清
朝
の
海
関
行
政
に
つ
い
て

寺

田

隆

信

　
【
要
約
】
　
「
清
朝
海
関
史
」
は
、
こ
れ
を
二
つ
の
時
期
に
大
別
す
る
事
が
で
き
る
。
即
ち
、
前
期
は
、
そ
の
年
号
で
い
え
ば
、
康
熈
・
雍
正
・
乾
隆
・

嘉
慶
の
各
時
代
で
あ
り
、
後
期
は
、
道
光
二
二
年
（
一
八
四
二
）
、
爾
京
条
約
締
結
以
後
の
時
代
が
、
そ
れ
に
あ
た
る
。
本
編
は
、
こ
の
前
期
に
あ
た
る
時

代
の
、
海
関
行
政
、
も
し
く
は
、
海
関
制
度
史
の
素
描
を
試
み
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
、
海
関
の
機
構
や
組
織
、
関
税
の
徴
収
と
そ
の
使
途

な
ど
が
取
扱
わ
れ
、
溝
朝
海
関
の
性
格
を
考
え
る
た
め
の
二
・
三
の
材
料
を
提
示
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
　
　
史
林
　
四
九
巻
二
号
　
一
九
六
六
年
三
月

清朝の海関行政について（毒田）

　
本
編
は
、
故
安
部
健
夫
博
士
の
蒐
集
に
な
る
海
関
関
係
史
料
を
も
と
に
し

て
書
か
れ
た
。
故
博
士
は
「
海
関
史
料
」
と
表
翻
し
た
大
学
ノ
ー
ト
六
冊
の

史
料
集
を
の
こ
さ
れ
た
。
そ
の
第
四
・
五
冊
は
失
わ
れ
て
見
嘉
ら
な
い
が
、

現
存
す
る
四
冊
の
ノ
ー
ト
に
は
、
聖
祖
康
煕
帝
か
ら
叢
薄
威
豊
帝
に
い
た
る

歴
朝
の
実
録
、
雍
正
礁
批
諭
旨
、
清
雍
正
朝
関
税
史
料
（
「
文
献
薄
膜
」
所
収
）

に
み
え
る
海
関
関
係
の
史
料
が
、
詳
細
に
書
き
う
つ
し
て
あ
る
。
た
だ
し
、

そ
の
な
か
に
は
、
大
作
「
米
穀
需
給
の
研
究
漏
や
「
耗
羨
提
鯉
川
の
研
究
」
の

執
筆
に
利
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
、
若
干
の
史
料
を
含
ん
で
は
い
る
が
、
そ

の
主
体
は
、
あ
く
ま
で
も
海
関
史
料
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
を
材
料
と
し
た
、

詳
細
な
清
朝
海
関
史
が
簾
…
想
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
本
編
は
、
こ
の
史
料
集
の
第
一
・
二
冊
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
他
の
譲

史
料
を
も
参
照
し
な
が
ら
、
康
熈
・
雍
正
・
乾
隆
時
代
に
お
け
る
清
朝
の
海

関
行
政
、
も
し
く
は
、
海
関
制
度
史
を
、
　
つ
ま
り
、
道
光
二
一
一
年
（
一
八
四

二
）
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
間
に
締
結
さ
れ
た
南
京
条
約
を
は
じ
め
と
す
る
諸
条
約

に
も
と
ず
い
て
、
広
州
・
贋
門
・
蘇
州
・
寧
波
・
上
海
の
五
港
が
開
放
さ
れ
、

更
に
協
定
関
税
の
承
認
な
ど
に
よ
っ
て
、
完
全
に
崩
壊
し
た
と
み
ら
れ
る
、

清
朝
の
海
関
行
政
制
度
の
概
略
を
理
解
す
る
た
め
の
前
提
的
研
究
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
以
下
に
引
用
す
る
史
料
の
う
ち
、
実
録
・
雍
正
忌
批
論
旨
・

清
雍
正
朝
関
税
史
料
所
載
の
も
の
は
、
す
べ
て
、
右
の
史
料
集
を
つ
う
じ
て

え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
い
う
ま
で
も
な
い
。
も
し
、
故
博
土
在
世
な

ら
ば
書
か
れ
た
で
あ
ろ
う
論
考
と
は
も
ち
ろ
ん
比
較
で
き
な
い
が
、
こ
の
貧

し
い
一
編
を
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
受
業
の
学
生
の
一
人
と
し
て
、
故
博
土
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を
追
悼
す
る
と
と
も
に
、

足
掛
り
と
し
た
い
。

後
臼
、
単
極
的
に
清
朝
海
関
史
を
論
ず
る
た
め
の

海
禁
政
策
と
溝
関

　
古
来
、
　
「
地
大
物
博
」
を
誇
称
す
る
中
国
の
歴
代
王
朝
政
府
に
お
い
て
は
、

そ
の
主
観
的
意
図
、
も
し
ぐ
は
、
表
面
上
の
口
実
と
し
て
は
、
外
國
貿
易
は
、

洋
夷
に
対
す
る
慈
恵
政
策
と
し
て
、
つ
ま
り
、
皇
帝
た
る
「
朕
が
柔
順
の
愚

意
」
の
表
現
と
し
て
認
識
さ
れ
主
張
さ
れ
且
つ
実
践
さ
れ
る
の
が
常
態
で
あ

っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
外
国
質
易
は
、
多
く
の
場
合
、
朝
貢
貿
易
の
形

式
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
来
た
。
清
朝
に
さ
き
だ
つ
閨
朝
の
時
代
に
も
、
民
間

に
対
し
て
は
、
原
則
と
し
て
、
厳
重
な
海
禁
政
策
が
強
制
さ
れ
、
外
国
貿
易

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

は
、
も
っ
ぱ
ら
、
朝
貢
の
形
式
を
と
っ
て
行
わ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
明
朝
に
代
っ
て
、
エ
ハ
四
四
年
斗
掻
、
全
中
国
の
支
配
者
と
な
っ
た

清
朝
も
、
入
関
当
初
に
お
い
て
は
、
前
朝
の
海
禁
政
策
を
踏
襲
し
、
外
翼
貿

易
も
朝
貢
貿
易
と
し
て
厳
し
い
制
限
の
下
に
行
わ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
清
朝

を
し
て
か
か
る
海
禁
政
策
を
採
用
せ
し
め
た
有
力
な
原
因
と
し
て
は
、
紅
唇

直
後
の
こ
と
で
も
あ
り
、
中
編
人
の
反
乱
と
外
患
が
む
す
び
つ
い
て
、
成
立

間
も
な
い
政
権
の
基
礎
を
ゆ
さ
ぶ
ら
れ
た
く
な
い
と
の
配
慮
が
あ
っ
た
こ
と

は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
も
、
清
朝
政
府
は
、
台
湾
に
拠
っ
た
鄭
成
功
の
勢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

力
を
恐
れ
る
あ
ま
り
、
順
治
一
八
年
目
＝
ハ
六
一
）
所
謂
「
遷
海
令
」
を
施
行

し
て
、
東
諸
各
省
沿
海
の
住
民
を
、
一
律
に
、
海
岸
か
ら
三
十
里
離
れ
た
内

陸
地
方
に
強
劇
移
住
せ
し
め
、
海
岸
地
方
に
お
け
る
人
民
の
居
住
を
禁
止
す

る
処
置
を
と
っ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
商
人
の
彼
来
や
漁
晟
の
出
漁
な
ど

も
固
く
禁
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
厳
重
な
海
禁
政
策
の
実
施
期
に
お
け
る
清
朝
の
対
外
通
商
関
係

は
、
わ
ず
か
に
ハ
伝
統
的
な
朝
貢
貿
易
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
行
わ
れ
た
に

す
ぎ
な
い
。
即
ち
、
康
煕
大
身
動
聖
画
七
二
朝
貧
の
条
に
よ
る
と
、
朝
鮮
が

毎
年
一
次
の
入
貢
を
許
さ
れ
て
い
た
ほ
か
、
琉
球
は
二
年
ご
と
に
一
次
、
巣

南
圏
は
三
年
一
次
（
の
ち
六
年
一
次
）
、
邊
富
国
は
三
年
一
次
、
　
荷
爾
は
八
年

一
次
（
の
ち
五
年
一
次
）
と
、
そ
れ
ぞ
れ
入
賃
の
頻
度
を
規
定
さ
れ
て
い
た
ほ

か
、
外
国
使
臣
は
、
い
ず
れ
も
、
北
京
に
赴
い
て
朝
貢
の
使
命
を
は
た
し
て

は
じ
め
て
、
携
え
て
来
た
賦
物
の
販
売
を
許
可
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
清
朝
初
期
の
約
四
十
年
間
は
、
そ
の
対
外
瀾
係
に
お
い
て
、

み
る
べ
き
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
清
朝
の
主
た
る
関
心
も
、
も
っ
ぱ
ら
、

国
内
問
題
に
の
み
む
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
事
憐
は
よ
う
や
く
一
変
し
て
、
康
熈
ニ
ニ
年
（
一
六
八
一
二
）
、
台
湾

鄭
氏
の
抗
言
勢
力
が
降
服
す
る
と
と
も
に
、
遭
海
令
は
放
棄
さ
れ
、
厳
し
か

っ
た
海
禁
政
策
に
も
、
緩
和
の
萌
し
が
み
え
は
じ
め
て
来
た
の
で
あ
る
。
康

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

煕
二
三
年
、
康
煕
帝
は
、
令
を
く
だ
し
て
海
禁
を
解
除
し
た
。
海
禁
政
策
を

解
く
理
由
に
つ
い
て
、
欄
干
帝
は
、
大
学
士
ら
に
対
す
る
上
諭
の
な
か
で
、
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演朝の海関行政について（寺照）

つ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

　
…
向
令
二
三
貿
易
、
謂
於
闘
響
辺
海
民
生
有
益
、
若
此
二
二
畏
絹
二
二
、
財
貨
流
通
、

谷
三
二
有
緯
益
、
玉
出
海
貿
易
、
非
貧
民
勝
能
、
富
尚
火
賢
、
三
遷
有
無
、
二
歩
其
税
、

　
不
致
衆
罠
、
可
充
閾
勢
兵
餉
．
以
免
腹
裡
省
分
転
二
三
済
之
労
、
腹
三
省
分
、
銭
糧

　
有
絵
、
小
民
又
獲
安
養
、
故
令
閥
海
貿
易
、
…
（
実
録
康
煕
一
一
三
年
九
月
甲
子
の
条
）

　
即
ち
、
海
禁
の
解
除
1
1
外
国
貿
易
禁
正
令
の
撤
廃
は
、
沿
梅
各
省
の
鶏
生

に
益
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
利
益
は
他
の
各
省
に
も
お

よ
び
、
外
国
貿
易
に
課
税
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
民
に
負
担
を
か
け
ず
に
、

困
［
家
の
財
政
、
殊
に
、
福
建
・
広
來
地
方
の
兵
紬
…
を
ま
か
な
え
る
と
の
見
透

し
を
、
康
三
三
が
も
っ
て
い
た
こ
と
を
、
右
の
上
諭
は
弱
ら
か
に
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
当
時
、
華
南
地
方
に
は
、
三
富
の
乱
の
平
定
直
後
の
こ
と
で
も

あ
り
、
ま
た
、
郷
氏
の
残
党
に
対
す
る
警
戒
の
意
味
を
こ
め
て
、
な
お
か
な

り
の
軍
隊
を
駐
屯
さ
せ
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
そ
の

軍
事
費
を
捻
出
す
る
た
め
に
、
外
国
貿
易
へ
の
課
税
が
注
目
さ
れ
た
と
し
て

も
当
然
で
あ
っ
た
ろ
う
。
ま
た
、
園
寓
を
増
殖
す
る
た
め
に
、
民
間
の
外
国

貿
易
を
認
め
よ
う
と
い
う
積
極
的
見
解
も
、
清
朝
の
重
阻
た
ち
の
一
部
に
、

は
や
く
か
ら
も
た
れ
て
い
た
も
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
康
照
初
年
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
と
推
定
で
き
る
、
慕
天
顔
の
三
編
漁
師
疏
（
皇
朝
経
世
文
編
巻
三
斜
〉
で
あ

る
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
一
節
を
、
そ
れ
は
含
ん
で
い
る
。

　
…
然
銀
両
之
焼
由
生
、
其
途
二
焉
、
一
鋼
顧
礫
之
銀
也
、
一
七
番
舶
之
銀
也
、
自
賜

　
採
既
惇
、
衙
坑
冶
不
嶺
復
問
尖
、
自
遷
仏
噸
厳
酊
壕
帆
不
許
出
霞
幕
、
生
銀
之
霧
途

　
並
絶
、
…
干
此
思
窮
変
灘
久
之
道
、
不
必
求
之
天
降
地
平
、
惟
一
破
目
前
之
成
例
、

　
二
更
海
禁
葡
已
臭
、
…
惟
番
舶
之
往
来
、
以
薪
歳
出
之
貨
、
而
易
典
歳
入
之
財
、
歳

　
有
燐
臨
、
羅
干
我
蓬
三
所
撫
、
而
殖
産
交
易
、
勲
尾
以
至
芸
業
之
勤
、
歳
有
研
入
、

　
則
在
我
日
二
百
灘
、
醐
貨
賄
三
二
、
立
可
以
怯
三
二
之
患
、
銀
蘭
既
至
当
濫
、
諜
繭

　
頼
為
転
子
、
数
年
之
問
、
富
強
可
以
坐
致
、
…

　
こ
の
よ
う
に
、
海
禁
の
解
除
誰
外
国
貿
易
禁
止
令
の
撤
廃
に
つ
い
て
は
、

当
時
、
国
家
的
に
も
、
桂
会
経
済
的
に
も
、
か
な
り
強
い
要
請
が
あ
っ
た
こ

と
は
疑
い
な
い
が
、
と
り
わ
け
、
清
朝
政
府
に
と
っ
て
は
、
外
国
貿
易
の
公

舗
に
よ
る
関
税
収
入
は
、
重
大
な
関
心
の
対
象
で
あ
っ
た
。
海
関
の
設
立
は
、

関
税
収
入
を
圏
家
の
手
に
確
実
に
お
さ
め
る
た
め
の
萌
提
条
件
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
清
朝
政
府
は
、
康
煕
二
三
年
、
海
禁
令
を
解
…
除
し
て
対
外
通
恋
活

動
を
公
開
す
る
と
、
た
だ
ち
に
、
四
ケ
所
に
海
関
を
設
け
て
、
対
外
貿
易
を

管
理
す
る
と
と
も
に
、
関
税
徴
収
の
機
関
と
し
た
。
即
ち
、
康
三
会
三
三
三

四
関
税
の
条
に
、
康
煕
二
三
年
、
福
建
・
広
爽
両
省
に
、
満
漢
の
海
税
監
督

各
一
員
と
影
野
式
三
管
果
を
難
い
た
と
あ
る
の
は
、
闘
海
関
・
響
海
関
の
設

置
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
翌
二
四
年
、
江
南
．
三
江
両
省
に
、
洞
じ

く
満
帆
の
海
量
駿
督
各
一
員
と
筆
帖
式
各
管
炎
を
設
け
た
と
い
う
の
は
、
江

海
関
・
漸
海
関
の
設
置
を
つ
た
え
る
記
載
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
四
海
関

が
清
朝
晒
海
闘
の
全
部
で
あ
り
、
南
京
条
約
締
結
以
後
に
新
し
く
設
け
ら
れ

た
海
幽
脆
洋
関
と
は
区
別
さ
る
べ
き
も
の
と
し
て
、
本
編
に
お
い
て
は
、
こ

れ
ら
四
海
関
が
考
察
の
魁
象
と
な
る
が
、
主
題
で
あ
る
海
関
髄
度
を
述
べ
る
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に
さ
き
だ
っ
て
、
海
禁
解
除
以
後
に
お
け
る
、
溝
朝
の
対
外
通
商
活
動
に
対

す
る
態
度
に
つ
い
て
、
概
説
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

　
前
述
の
と
お
り
、
乱
悪
二
三
年
、
海
禁
令
が
解
除
さ
れ
る
と
と
も
に
、
対

外
通
商
活
動
は
公
許
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
必
ず
し
も
、
無
制

限
の
許
可
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
乾
満
会
典
劉
例
説
一
一
四

兵
部
・
海
禁
の
条
に
よ
る
と
、
康
煕
二
三
年
に
は
煩
蛸
・
硫
黄
・
軍
羅
・
帯

板
の
、
澗
四
七
年
に
は
米
穀
の
、
雍
正
九
年
に
は
鉄
鍋
の
、
乾
隆
一
四
年
に

は
銅
の
輪
出
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
し
、
更
に
、
康
煕
会
典
巻
三
四
関
税
の
条

に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
一
条
が
み
え
て
い
る
。

　
（
康
煕
）
二
十
三
年
覆
准
、
編
建
広
東
、
許
胴
五
百
屑
以
下
船
隻
、
出
海
貿
易
、
地

　
方
官
登
記
入
数
、
船
頭
烙
号
、
給
発
二
二
、
令
跡
守
海
隣
官
鼓
、
験
票
放
行
、
回
船

　
巡
鳴
、
如
有
璽
雛
八
漿
五
百
石
以
上
大
船
、
出
洋
爽
帯
禁
物
、
及
文
武
官
借
端
需
索

　
春
、
倶
従
重
治
舞
、

　
つ
ま
り
、
船
舶
の
大
き
さ
、
積
載
物
資
に
つ
い
て
制
限
が
あ
り
、
出
洋
に

は
官
憲
の
確
認
を
必
要
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
康
煕
五
六
年
か
ら

約
十
年
闘
、
中
国
商
船
の
南
洋
へ
の
出
航
と
中
国
人
の
海
外
渡
航
は
、
金
繭

的
に
禁
止
さ
れ
て
い
た
。

　
（
康
熈
）
五
十
六
年
覆
準
、
商
船
、
除
七
二
三
省
分
及
葉
洋
貿
易
外
、
其
粥
洋
之
思

　
宋
∴
蜴
園
巴
等
」
処
、
不
許
前
晶
仕
、
　
（
乾
隆
会
典
則
鋼
巻
一
一
照
丘
ハ
部
・
海
禁
の
心
粂
）

　
こ
の
禁
令
は
、
籟
建
・
広
葉
両
省
に
つ
い
て
は
雍
正
五
年
に
、
野
江
・
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

南
爾
省
に
対
し
て
は
雍
正
七
年
に
、
そ
れ
ぞ
れ
解
除
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

禁
令
の
施
行
と
と
も
に
、
呂
宋
・
嚇
剛
磁
方
鏡
か
ら
の
中
船
人
の
総
引
揚
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

が
行
わ
れ
、
約
二
千
人
が
帰
国
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
清
朝
政
府
が
、
も
っ
ぱ
ら
治
安
維
持
の
必
要
か
ら
発
し
た

と
思
わ
れ
る
、
様
々
の
制
限
を
加
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
国
の
対
外
通

商
は
、
海
禁
令
の
解
除
以
後
、
次
第
に
活
綴
と
な
っ
た
。
そ
の
事
は
、
別
表

に
示
す
、
来
航
船
隻
数
や
海
関
税
の
徴
収
額
な
ど
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
裏
付

け
る
事
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
設
け
ら
れ
た
四
海
関
の
な
か
で
、
最
も
重
要

な
位
置
に
あ
っ
た
の
が
、
広
州
の
婁
海
関
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
及
び
南
洋

諸
賑
と
の
交
易
が
、
主
と
し
て
、
こ
こ
で
行
わ
れ
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
広
州
に
赴
く
べ
き
外
国
商
人
、
殊
に
、
イ
ギ
リ
ス
商
人
の
な

か
に
、
輿
フ
海
関
に
お
け
る
不
法
の
謙
求
を
さ
け
る
た
め
、
編
建
や
酒
量
地
方

に
北
上
し
て
貿
易
を
求
め
る
者
が
増
え
て
来
た
の
で
、
三
朝
は
、
こ
の
事
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

を
重
視
し
、
漸
海
関
及
び
闘
海
関
の
関
税
を
高
く
す
る
な
ど
の
処
置
を
と
る

ニ
カ
、
遂
に
、
乾
隆
三
二
年
、
対
外
貿
易
を
広
州
一
三
に
制
限
し
、
他
の
三

海
関
を
外
国
に
む
か
っ
て
は
閉
鎖
す
る
に
い
た
っ
た
。
乾
隆
帝
は
、
乾
隆
二

一
年
か
ら
翌
二
二
年
に
か
け
て
、
再
三
、
上
論
を
く
だ
し
て
い
る
が
、
乾
隆

二
二
年
一
一
月
の
上
諭
に
よ
っ
て
、
こ
の
闇
題
に
最
終
的
決
定
を
与
え
た
の

で
あ
る
。

諭
軍
機
大
差
等
、
…
自
以
価
令
赴
轡
貿
易
為
証
、
木
年
来
船
、
錐
巳
照
上
年
躍
例
辮

理
、
而
明
証
赴
漸
之
船
、
必
当
厳
行
禁
絶
、
但
此
等
貿
易
細
論
、
無
幾
重
以
論
旨
、
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可
伝
論
（
閥
漸
総
督
）
楊
測
器
、
令
以
己
意
馬
論
隊
商
－

月
戊
戌
の
条
）

（
実
録
乾
隆
二
二
年
一
一

　
乾
隆
帝
と
し
て
は
、
か
か
る
細
事
に
わ
ず
ら
わ
さ
れ
る
の
を
き
ら
っ
て
、

全
面
的
な
海
禁
を
再
度
実
施
し
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
想
像
で
き
る

上
諭
の
内
容
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
強
行
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
ち
か
か
っ
た
。

の
ち
に
示
す
よ
う
に
、
関
税
収
入
の
濁
家
財
政
に
占
め
る
位
置
を
考
え
れ
ば
、

乾
隆
帝
の
こ
の
処
羅
は
当
然
で
あ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
く

て
、
乾
隆
二
三
年
以
降
、
道
光
二
二
年
（
一
八
四
二
）
、
南
京
条
約
に
よ
っ
て

広
州
・
上
海
な
ど
の
五
畜
が
開
か
れ
る
ま
で
、
八
五
年
間
、
清
朝
治
下
の
対

外
貿
易
は
、
広
州
を
唯
一
の
曇
日
と
す
る
体
制
が
確
立
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、

外
瞬
商
船
…
、
特
に
、
イ
ギ
リ
ス
商
船
は
、
な
お
も
漸
江
地
方
に
来
航
す
る
事

　
　
　
　
　
　
　
③

を
や
め
な
か
っ
た
の
で
、
清
朝
は
、
乾
隆
二
四
年
の
末
、
更
に
、
防
範
外
夷

規
条
を
施
行
し
て
、
外
国
商
人
の
取
締
り
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
貿

易
活
動
を
も
規
制
す
る
事
に
な
っ
た
。

　
実
録
乾
隆
二
四
年
一
二
月
戊
子
の
条
に
よ
る
と
、
両
広
総
督
李
侍
発
が
立

案
し
、
軍
機
大
臣
ら
の
議
覆
を
へ
て
施
行
が
決
定
し
た
防
欄
外
夷
蔓
条
と
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
e
外
国
人
は
広
州
に
お
い
て
冬
を
す
ご
し

て
は
な
ら
な
い
事
。
⇔
外
国
人
は
広
州
に
お
い
て
必
ず
行
商
の
家
屋
に
愚
蝕

す
る
事
。
㈱
外
國
人
は
中
国
人
に
資
金
を
貸
し
た
り
、
中
国
人
を
奴
騰
と
し

て
使
役
し
て
は
な
ら
な
い
事
。
㈲
外
国
人
は
人
を
雇
っ
て
通
信
し
て
は
な
ら

な
い
事
。
㊧
外
国
商
船
の
碇
泊
す
る
場
所
に
は
官
兵
を
派
遣
し
て
取
締
る
遍
い

…
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
か
な
り
忠
実
且
つ
厳
格
に
施
行
さ
れ
た
ら
し
く
、

外
法
商
人
の
通
商
活
動
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
璽
大
な
規
制
を
う
け
た
で
あ

ろ
う
毒
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
以
上
が
、
清
朝
の
対
外
通
商
に
対
す
る
態
度
と
、
そ
れ
に
も
と
ず
く
具
体

的
処
澄
の
概
略
で
あ
る
。
讐
海
関
を
は
じ
め
と
す
る
四
つ
の
海
関
ぱ
、
こ
う

し
た
清
朝
政
府
の
方
針
に
そ
っ
て
設
け
ら
れ
、
対
外
貿
易
を
管
理
す
る
と
と

も
1
7
糧
、
関
税
微
収
機
関
の
役
割
を
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
性
格
に
つ

い
て
、
特
に
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
事
が
あ
る
。
即
ち
、
清
朝
の
海

関
は
、
制
度
上
、
常
関
（
税
関
V
の
な
か
に
含
ま
れ
、
対
外
貿
易
の
管
理
乃

至
徴
税
の
機
関
と
し
て
、
特
別
の
位
置
に
お
か
れ
て
い
な
か
っ
た
事
実
で
あ

る
。
康
照
会
典
を
は
じ
め
と
す
る
谷
行
政
法
典
に
は
、
常
関
は
、
…
戸
部
所
属

の
も
の
（
芦
関
）
と
工
部
所
属
の
も
の
（
工
関
）
と
に
大
別
さ
れ
て
い
る
が
、

轡
海
関
な
ど
の
四
海
関
は
、
い
ず
れ
も
、
戸
部
に
所
属
す
る
事
が
明
詑
さ
れ

て
お
り
、
圏
内
通
商
を
対
象
と
す
る
税
関
と
対
外
貿
易
の
た
め
の
税
関
（
所

謂
海
関
）
と
は
、
清
朝
の
制
度
で
は
、
全
く
区
別
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
み

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
点
に
注
圏
す
る
な
ら
ば
、
清
朝
の

海
関
は
、
そ
の
瞬
内
税
関
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
明
朝
の
遺
制
で
あ
る

鉛
関
の
系
統
を
ひ
く
機
関
で
あ
り
、
唐
宋
以
来
、
中
隅
の
伝
統
的
な
対
外
貿

易
の
管
理
宮
庁
で
あ
っ
た
無
業
司
の
系
列
に
つ
な
が
る
機
関
で
は
な
い
業
に

99　（267）



な
り
、
そ
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
紀
陶
ら
の
歴
代
職
官
藤
巻
六
二
関
税
電
撃

の
条
に
、
各
号
省
関
税
監
督
を
市
舶
使
の
流
れ
を
も
く
む
宵
で
あ
る
か
の
よ

う
に
記
し
て
い
る
の
は
、
必
ず
し
も
、
正
し
い
扱
い
で
は
な
い
と
い
え
る
か

も
知
れ
な
い
。

　
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
清
朝
の
行
致
制
度
は
、
噺
謂
海
関
と
他
の
国
内
税
関

と
を
区
別
し
て
お
ら
ず
、
両
者
は
全
く
同
じ
性
格
を
も
つ
機
関
で
あ
っ
た
。

こ
の
事
実
は
、
清
朝
海
関
史
を
論
ず
る
場
合
、
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
重
要

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
響
海
関
を
は
じ
め
と

す
る
四
海
関
を
、
他
の
常
関
か
ら
分
離
し
て
、
特
別
の
研
究
対
象
と
す
る
の

は
い
か
が
か
と
い
う
事
に
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
以
下
に
お
い
て
は
、
康
煕
・

雍
正
・
乾
溜
期
に
お
け
る
申
属
の
対
外
貿
易
に
委
す
る
理
解
を
ふ
か
め
る
と

い
う
自
製
の
た
め
も
あ
っ
て
、
こ
の
事
実
は
｝
応
考
慮
の
外
に
お
い
て
、
噂

海
関
な
ど
四
海
関
の
制
度
史
だ
け
を
論
じ
て
い
る
。
は
じ
め
に
了
承
を
え
て

お
き
た
い
と
思
う
。

二
　
海
関
の
機
構
と
組
織

　
前
述
の
と
お
り
、
康
煕
二
三
年
に
お
け
る
閲
海
関
と
勢
海
関
の
、
翌
二
四

年
に
お
け
る
江
海
関
と
漸
海
関
の
設
置
に
よ
っ
て
、
清
朝
の
対
外
貿
易
管
理

と
海
関
税
徴
収
体
制
は
完
成
す
る
が
、
こ
れ
ら
四
海
関
に
つ
い
て
は
、
輿
ン
海

　
　
　
　
　
　
⑨

欄
が
「
輿
・
海
関
志
」
を
も
つ
の
を
徐
く
と
、
具
体
的
な
史
料
に
乏
し
く
、
そ

の
実
態
を
正
確
に
把
握
す
る
事
は
難
し
い
。
た
と
え
ば
、
各
海
関
の
設
立
年

次
は
明
ら
か
で
は
あ
る
が
、
設
置
場
所
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
確
認

す
る
に
た
る
皮
料
の
存
在
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
後
に
引
用
す
る
二
．
三
の

史
料
の
ほ
か
、
い
か
な
る
具
体
的
曳
料
に
よ
っ
た
か
不
明
で
あ
る
が
、
黄
序

鶴
氏
の
著
わ
す
「
海
関
通
志
」
　
（
一
九
｝
七
年
剃
）
の
第
一
章
海
関
沿
革
・
第

三
章
各
海
関
分
志
の
懸
章
に
、
轡
海
関
は
広
州
の
雷
門
に
、
閲
海
関
は
懇
嘆

に
、
漸
海
関
は
寧
波
忙
、
江
海
関
は
、
　
は
じ
め
江
南
の
雲
台
山
（
在
鎮
江
城

鵜
門
外
）
に
纏
れ
た
が
、
　
の
ち
上
海
津
市
に
あ
っ
た
明
代
の
税
関
の
旧
蛙
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

う
っ
さ
れ
た
と
あ
る
の
が
、
参
考
に
な
る
程
度
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
清
朝
海
関
の
制
度
史
を
叙
述
す
る
に
つ
い
て
、
具
休
的
な

史
料
に
乏
し
い
現
状
に
あ
っ
て
は
、
　
「
磨
海
関
志
」
の
菩
在
は
非
常
に
貴
重

で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
こ
で
、
駆
逐
的
に
、
轡
海
関
を
海
関
の

代
蓑
例
と
み
な
し
、
そ
の
機
構
と
組
織
を
考
察
す
る
事
を
つ
う
じ
て
、
清
代

に
お
け
る
旧
海
関
の
制
度
史
的
劇
顕
に
接
近
す
る
と
い
う
方
法
を
と
り
た
い

と
慰
う
。

　
響
海
闘
。
台
湾
郵
氏
平
定
の
薩
後
、
二
十
数
年
来
の
海
禁
を
解
除
す
る
具

体
的
里
謡
と
し
て
設
け
ら
れ
た
四
海
関
の
一
つ
で
、
開
設
の
時
期
は
康
煕
二

三
年
で
あ
る
。
轡
海
開
藤
巻
五
口
岸
の
条
に
は
、
「
そ
の
主
管
者
た
る
響
海
関

監
督
の
衙
門
の
所
在
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
一
案
、
大
関
在
広
瀬
雀
斌
五
紬
門
内
、
康
熈
二
十
賜
年
、
以
二
院
旧
署
改
建
、
濫
督
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至
則
居
此
、
銀
庫
吏
舎
並
在
焉
、
面
罵
監
督
行
暑
、
在
広
州
府
香
山
禁
止
門
、

　
更
に
、
岡
志
巻
五
及
び
巻
六
の
口
岸
の
条
に
よ
る
と
、
管
轄
の
各
目
溢
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
機
能
上
の
区
別
が
あ
り
、
正
税
を
龍
紋
す
る
た
め
の
口
添
三

一、

n
査
に
任
ず
る
た
め
の
口
岸
二
二
、
掛
号
の
た
め
の
μ
岸
ニ
エ
が
あ
っ

た
と
い
う
が
、
そ
の
主
要
な
も
の
の
機
能
と
所
在
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ

る
。

　
仏
山
口

　
黄
哺
口

　
虎
門
口

　
紫
泥
口

　
市
橋
口

　
鎮
口
口

　
江
門
ロ

漢
門
総
口

鳥
軟
総
口

　
神
泉
口

総
巡
口
　
掛
帯
隣
　
広
州
欝
南
海
県
付
城

　
行
後
資
　
麟
査
口
　
広
州
咽
喉
海
県
付
城

　
爽
職
台
口
　
掛
号
口
　
広
州
府
番
践
県
付
城

　
西
薇
台
口
　
掛
号
口
　
広
州
府
南
海
県
付
城

　
　
　
　
　
ト
　
　
腫牲
考
口
　
広
州
府
南
海
講

掛
号
筒
　
広
州
府
番
萬
県

掛
号
口
　
広
州
府
東
莞
県

掛
号
口
　
広
州
府
番
禺
県

掛
号
期
　
広
州
府
番
禺
県

掛
号
ロ
　
広
州
府
東
莞
県

正
税
類
　
広
州
府
薪
会
祭

正
税
総
ロ
　
広
州
府
香
山
察
（
辮
属
口
羅
四
）

正
税
総
ロ
　
恵
州
府
陸
豊
満

正
税
隣
　
潮
州
府
恵
来
県

　
甲
予
口
　
正
税
口
　
恵
州
府
陸
曹
照
（
藤
属
口
裏
二
）

　
油
尾
口
　
正
税
q
　
恵
彊
府
海
豊
県
（
所
属
口
舜
二
）
．

　
平
海
口
　
正
税
郡
　
恵
州
府
帰
善
県
ハ
祈
属
μ
癖
一
）

　
受
頭
臼
　
同
感
口
　
恵
州
府
帰
善
漿

　
靖
海
降
　
正
税
獄
　
潮
州
府
恵
来
県

捲
埠
総
口
　
正
税
総
口
　
潮
州
府
海
陽
県
（
所
属
口
岸
藁
）

　
潮
陽
口
　
正
税
口
　
潮
州
府
潮
陽
膿
（
所
属
p
岸
三
）

　
澄
海
口
　
正
税
ロ
　
潮
州
購
澄
海
県
（
所
属
降
岸
二
）

　
東
朧
口
　
正
税
口
　
潮
州
購
澄
海
県
（
所
属
明
明
一
）

　
府
税
館
口
　
正
税
口
　
潮
州
府
城

　
黄
岡
口
　
正
税
口
　
潮
州
慮
饒
平
県
（
醒
属
綴
犀
一
）

　
北
職
台
口
　
正
税
目
　
潮
州
府
掲
陽
県

梅
蔑
総
口
　
正
税
総
欝
　
高
州
麿
呉
川
県

　
水
東
P
稽
査
港
口
高
州
府
翼
雌
県

　
殉
州
口
稽
査
港
口
高
州
府
呉
用
県

　
藍
苧
口
　
掛
号
目
　
高
州
府
呉
川
漿

　
臆
鋪
口
　
掛
弩
口
　
高
州
府
石
城
県

　
晦
家
灘
殿
　
正
税
口
　
高
州
府
石
城
県

　
陽
江
期
　
正
税
口
　
肇
慶
府
陽
江
県

海
安
総
欝
　
正
税
総
翔
　
雷
彊
府
徐
潴
県
（
所
属
浮
田
六
）
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雷
州
口

　
廉
州
口

　
欽
課
口

海
日
足
口

　
舗
前
口

　
清
瀾
口

　
沙
薯
口

　
楽
群
口

　
万
年
目

　
四
二
口

　
直
覧
口

　
陵
水
口

　
崖
州
口

正
税
口
　
雷
州
鰐
海
巨
巌
（
所
属
口
岸
二
）

正
税
日
　
廉
州
麿
河
浦
察
（
断
属
口
羅
一
）

正
税
口
　
廉
州
鰐
鉄
州

正
税
総
口
　
嚢
州
府
慶
山
県

正
税
口
　
覆
州
府
文
昌
鎌

正
税
口
　
覆
州
府
文
愚
漿

正
税
口
　
硬
州
府
会
同
県

疋
庭
口
　
腰
州
府
楽
会
県

正
税
口
　
慶
州
府
万
州

正
税
口
　
慶
州
府
豊
州

正
税
口
　
慶
多
野
感
恩
県

正
税
口
　
慶
州
府
陵
水
県

正
税
口
　
喰
州
府
崖
州

　
つ
ま
り
、
轡
海
関
断
属
の
各
撒
岸
は
、
東
は
潮
州
か
ら
西
は
廉
州
ま
で
、

海
嘉
島
を
も
含
む
地
域
に
散
在
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
脚
フ
海
関
の
管
轄

範
闘
は
、
広
菓
省
の
沿
岸
を
す
べ
て
カ
バ
ー
し
て
い
た
と
み
て
さ
し
つ
か
え

な
く
、
関
税
の
徴
収
、
好
究
の
越
鳥
、
娼
入
す
る
商
船
も
し
く
は
貨
物
の
登

録
な
ど
が
、
そ
の
任
務
と
し
て
課
せ
ら
れ
て
い
た
菓
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
轡
海
関
志
に
よ
る
と
、
ま
ず
、
虎
門
口
を
、
つ
い
で
襖
門
口
を
重

要
口
岸
に
あ
げ
て
お
り
、
実
録
乾
隆
一
五
年
一
二
月
の
条
に
み
え
る
、
両
軍

総
督
兼
協
理
噂
海
関
事
務
陳
大
受
の
上
奏
に
は
、
大
関
・
脇
門
・
甲
子
・
潮

州
・
梅
繭
最
・
海
安
・
海
口
の
七
処
を
緊
要
の
口
際
に
数
え
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
他
の
三
海
関
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
理
由
に
よ
り
、
磨
海
関

の
よ
う
な
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
が
、
そ
れ
で
も
、
海
関
衙
門
や
口
岸
に
つ
い

て
少
し
は
明
ら
か
な
事
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
乾
暗
愚
典
蜀
側
巻
四
八
関
税

下
の
条
に
は
、
康
煕
三
四
年
、
漸
海
関
の
衙
門
を
寧
波
府
に
、
海
関
同
署
と

紅
毛
館
を
定
海
県
に
設
け
た
と
あ
る
。
ま
た
、
実
録
愚
筆
一
九
年
七
月
己
丑

の
条
、
江
蘇
巡
撫
荘
有
恭
の
上
疏
に
よ
る
と
、
通
州
の
任
家
蝿
に
、
江
海
関

に
属
す
る
日
岸
が
あ
っ
た
と
い
う
事
で
あ
る
。
つ
い
で
、
実
録
乾
隆
一
一
年

一
一
月
（
疑
付
不
明
）
、
福
建
巡
撫
陳
大
受
の
上
嚢
に
は
、
閾
海
関
の
口
岸
と

し
て
、
南
台
・
慶
門
・
泉
州
・
涌
江
・
銅
山
・
宣
徳
な
ど
の
名
が
み
え
て
お

り
、
実
録
乾
隆
三
一
年
二
月
（
巳
付
不
明
）
、
福
建
将
軍
兼
管
轡
海
関
事
明
福

の
上
奏
に
も
、
闘
海
関
所
属
の
口
岸
と
し
て
、
爾
台
・
闘
江
・
泉
州
・
厘
門

の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
史
料
的
に
確
認
し
う
る
口
綿
の
数
は
多
く
な
い

が
、
漸
海
獣
・
江
海
関
・
閲
海
関
も
、
磨
海
関
と
嗣
じ
よ
う
な
機
構
と
組
織

を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
嘉
慶
二
三
事
例
巻
一
六
戸
部
・
貴
州
清
吏
司

の
条
に
記
録
さ
れ
て
い
る
、
こ
れ
ら
三
海
関
の
所
属
口
岸
は
、
つ
ぎ
の
と
お

　
　
　
⑪

り
で
あ
る
。

　
汗
【
海
関
蹉
大
関
・
劉
河
・
二
日
…
訟
・
七
了
・
自
［
茄
．
徐
六
溌
・
福
由
［
・
黄

　
　
田
・
瀾
港
・
黄
家
港
・
孟
河
・
葺
替
口
・
小
海
口
・
呂
四
石
荘
・
施
翻
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済朝の海閣行政について（寺田）

　
　
河
・
薪
開
河
・
当
沙
頭
・
漂
欠
口

　
漸
海
関
燵
大
関
・
憤
慨
・
小
港
・
湖
頭
渡
・
象
出
・
青
海
・
頭
囲
・
悪
習

　
　
・
家
子
口
・
江
埠
・
白
橋
・
温
州
・
瑞
安
・
平
陽

　
閲
海
関
1
1
爾
台
・
慶
門
・
泉
州
・
涌
江
・
安
海
．
銅
山
・
石
持
・
閲
安

　
　
鎮
隔
寧
徳
・
難
場
・
顯
寧
・
白
石
司
・
劉
五
店
・
鞍
壷
・
詔
安
・
細

　
　
鎮
・
楓
亭
・
江
口
平
尾
渡

　
さ
て
、
こ
れ
ら
各
海
関
の
空
管
者
が
所
謂
「
監
督
扁
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

轡
海
閣
監
督
は
諸
。
贈
。
の
名
に
よ
っ
て
外
黒
人
に
知
ら
れ
、
外
国
文
献
に

も
、
騨
々
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
康
煕
一
一
三
年
、
閾
海
関
と
辱
海
関
が
設
け
ら

れ
る
と
同
時
に
、
満
漢
の
監
督
各
一
員
が
置
か
れ
、
康
配
…
二
四
年
、
江
海
関

と
漸
海
関
が
設
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
満
漢
の
監
督
各
一
人
が
灘
か
れ
た
次

第
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
の
満
懸
盤
一
人
つ
つ
の
監
督
任
命
の
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

度
は
、
康
熈
二
八
年
の
上
諭
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
、
以
後
、
各
海
関
の
監
督

は
一
員
し
か
任
命
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
幽
艶
は
、
は
じ
め
、
各
部
院
か
ら
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

遣
さ
れ
る
一
年
交
替
の
欽
差
宮
（
“
関
差
）
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
、
響
海

関
監
督
は
、
役
得
の
豊
溢
を
も
っ
て
天
下
第
一
の
美
歓
を
講
わ
れ
、
事
実
上
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

天
子
個
人
の
察
人
で
あ
る
内
務
癖
鷹
詞
の
旗
人
1
1
包
衣
の
独
占
す
る
と
こ
ろ

で
あ
っ
た
ら
し
い
。
清
国
行
政
法
第
一
巻
下
二
〇
一
頁
に
は
、
穆
海
関
監
督

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

を
内
務
府
三
衣
歓
の
一
つ
に
あ
げ
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

　
…
就
中
収
入
多
キ
差
官
ト
シ
テ
入
凌
ノ
鐵
営
ス
ル
モ
ノ
目
時
寧
・
蘇
州
・
杭
州
二
於

ケ
ル
織
造
蚊
二
潜
塁
隔
闘
・
潅
｛
女
宿
遷
関
・
轡
海
関
等
ノ
駝
督
ト
ス
此
等
ノ
諸
官
ス
内

務
府
派
遣
ノ
故
ヲ
以
テ
督
撫
ト
対
等
ノ
交
際
ヲ
為
シ
其
拘
束
ヲ
受
ケ
ス
公
ヲ
籍
リ
テ

私
ヲ
轍
凱
ム
コ
ト
尤
モ
甚
シ
・
：

　
ち
な
み
に
、
磨
海
関
志
巻
七
回
宮
の
条
に
付
載
す
る
職
官
表
に
よ
っ
て
知

り
う
る
、
尊
意
・
雍
正
か
ら
乾
隆
初
年
に
か
け
て
の
響
海
関
號
督
四
十
数
名

の
う
ち
、
三
十
三
種
清
代
俵
記
綜
合
引
得
に
よ
り
、
伝
記
の
存
在
を
確
認
で

き
る
九
人
の
出
身
を
調
べ
て
み
る
と
、
つ
ぎ
の
結
果
が
え
ら
れ
る
。

康
煕
二
六

康
煕
二
八

康
熈
三
〇

康
煕
一
三

康
煕
三
九

康
煕
四
〇

康
煕
六
一

雍
正
　
二

観
音
保
　
満
洲
正
野
旗
人

爾
恕
　
満
洲
正
白
旗
入

里
謡
麟

陳
学
塑

薩
恰
連

費
揚
古

薩
克
素

年
希
雍

　
雍
正
三
～
七
　
羅
文
乾

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
響
海
関
の
監
督
は
、

階
弊
衣
歓
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、

る
事
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

と
い
う
の
は
普
通
で
は
な
い 翫

江
仁
和
人

福
建
侯
樽
入

満
洲
鑛
黄
旗
人

満
洲
三
白
旗
人

満
洲
簸
藍
旗
人

漢
軍
鑛
黄
旗
人

　
漢
軍
正
白
旗
人

　
　
　
　
　
　
必
ず
し
も
、
は
じ
め
か
ら
、
内
務

　
　
　
　
　
一
般
の
漢
人
で
も
こ
れ
に
任
ぜ
ら
れ

　
　
し
か
し
、
九
人
の
う
ち
、
七
人
ま
で
が
旗
人

　
。
そ
の
う
ち
、
雍
正
年
代
の
年
希
発
と
講
書
乾
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ど
が
兼
任
監
督
で
あ
っ
た
事
を
考
慮
し
て
も
M
な
お
、
七
入
の
う
ち
五
人
が

旗
人
と
い
う
事
に
な
る
。
こ
の
事
実
か
ら
考
え
て
、
婁
海
関
監
督
が
包
衣
歓

と
な
る
可
能
性
は
、
設
観
当
初
か
ら
濃
厚
に
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

ご
く
初
期
の
時
代
に
は
、
旗
人
以
外
の
者
も
任
命
さ
れ
る
事
が
あ
．
つ
た
が
、

内
務
府
に
属
す
る
旗
人
の
任
命
が
多
く
、
や
が
て
、
一
般
に
は
、
包
細
断
と

み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
の
が
、
塵
海
関
監
督
が
雨
衣
敏
と
な
る

過
程
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
膠
海
関
欝
督
が
包
衣
敏
と
認
め
ら
れ
る
に
い
た
る
過
程
は
、

そ
れ
自
体
と
し
て
も
、
興
味
あ
る
研
究
テ
ー
マ
と
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
そ

う
し
た
一
種
の
慣
行
が
何
時
頃
成
立
し
た
か
、
こ
の
慕
を
傍
証
す
る
二
、
三

の
史
料
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
実
録
面
謝
二
年
二
月
丙
午
の
条
に

み
え
る
、
各
省
の
戯
訓
及
び
塩
差
の
各
官
に
対
す
る
上
諭
で
あ
る
が
、
そ
の

な
か
に
、
と
く
に
、
旗
員
の
注
意
を
喚
趨
し
た
部
分
が
あ
る
の
に
よ
っ
て
み

る
と
、
こ
れ
ら
の
官
に
旗
人
が
任
命
さ
れ
る
事
が
か
な
り
多
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
上
縁
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
時
代
を
く
だ
っ
て
、
実
録
二
更
二
二

年
八
月
丁
卯
の
条
、
軍
機
大
臣
ら
へ
の
上
諭
の
な
か
に
は
、
轡
海
関
の
例
に

な
ら
っ
て
、
定
海
関
（
漸
海
関
）
の
関
務
を
内
務
府
の
旗
人
に
管
理
せ
し
め

よ
う
と
の
考
え
が
、
は
っ
き
り
と
う
ち
だ
さ
れ
て
い
る
。

…
将
来
定
海
一
関
、
霊
感
三
関
之
例
、
用
内
府
三
孝
、
補
擾
寧
三
道
、
督
理
関
務
、

　
即
ち
、
　
当
芸
、
　
響
海
関
監
督
に
は
旗
人
の
み
が
妊
命
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
事
が
、
　
こ
の
上
論
の
一
節
か
ら
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
　
そ
し

て
、
　
右
の
上
論
は
、
前
述
の
よ
う
な
、
響
海
関
に
お
け
る
法
外
の
収
奪
を

の
が
れ
て
、
　
外
国
商
船
が
漸
江
地
方
に
来
航
す
る
の
に
そ
な
え
て
、
　
定
海

関
の
体
制
を
整
備
す
る
方
策
を
指
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
鯵
海
関
の
事

例
に
習
熟
せ
る
の
ゆ
え
に
、
　
特
旨
を
も
っ
て
、
　
両
広
総
督
か
ら
漸
閾
総
督

に
う
つ
り
、
　
そ
の
処
理
に
あ
た
る
菓
に
な
っ
た
楊
応
長
も
ま
た
、
　
「
内
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

司
員
を
戴
い
て
関
税
を
督
理
せ
し
め
ら
れ
ん
こ
と
を
請
う
」
て
い
る
。
定
海

関
の
監
督
を
兼
務
す
る
愈
愈
道
に
も
、
や
が
て
、
内
務
鰐
の
旗
人
が
任
命
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
勢
海
関
の
場
余
に
は
、
関
差
監
督
で
あ

っ
た
の
に
対
し
て
、
定
海
関
の
場
合
に
は
、
管
関
砲
台
で
あ
る
と
い
う
差
は

あ
っ
た
に
し
ろ
、
事
態
の
も
つ
意
味
に
お
い
て
は
、
変
り
が
あ
る
わ
け
で
は

な
い
。

　
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
と
お
り
、
響
海
関
監
督
は
、
乾
隆
二
〇
年
頃

ま
で
に
は
、
す
で
に
内
務
府
包
函
嶺
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、

他
の
海
関
の
管
理
者
に
も
、
旗
入
の
任
命
が
多
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
慕
は
、
清
朝
の
海
関
行
政
の
最
大
の
特
徴
と
い
っ
て

も
よ
い
。
つ
ま
り
、
国
家
財
政
に
か
な
り
の
比
重
を
占
め
つ
つ
あ
っ
た
闘
税

の
管
理
者
、
し
か
も
、
最
も
重
要
な
税
関
の
一
つ
と
み
ら
れ
る
轡
海
関
の
監

督
を
、
天
子
欄
人
の
家
人
1
1
奴
僕
と
意
識
さ
れ
て
い
る
内
務
府
の
旗
人
の
独
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占
に
ゆ
だ
ね
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
旗
人
に
対
す
る
経
済
的
な
優
遇
の
処

置
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
し
、
ま
た
、
関
西
を
重
視
す
る
あ
ま
り
、
天
子

に
最
も
親
し
い
者
だ
け
が
任
命
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
解
釈
も
あ
り
う
る
で
あ

ろ
う
が
、
と
に
か
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
海
関
行
政
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が

あ
ら
わ
れ
た
の
は
事
実
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
天
子
と
の
私
的
関
係
を
も

つ
旗
人
た
ち
が
、
一
般
の
官
僚
機
構
の
枠
外
に
あ
っ
て
、
永
久
的
に
社
務
を

管
理
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
さ
ま
ざ
ま
な
弊
害
が
お
こ
っ
た
で
あ
ろ

う
事
は
、
容
易
に
想
像
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
屡
々
問
題
と
な
る
よ
う
な

海
関
業
務
の
腐
敗
の
最
大
の
原
因
は
、
恐
ら
く
、
こ
の
事
と
無
関
係
で
は
な

か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
康
煕
に
つ
づ
く
雍
正
時
代
に
は
、
各
監
督
の
専
任
制
は
中
止

さ
れ
、
地
方
官
の
兼
管
制
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
香
坂
愚
紀
玩
の
最
新
の
晃

⑱解
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
、
関
税
の
侵
欺
私
得
を
意
製
す
る
関
差
の
通
弊
を
是

正
す
る
た
め
の
雍
買
置
の
処
概
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
婁
海
関
の
事
例

か
ら
み
て
み
よ
う
。

　
噂
海
関
監
督
の
専
任
制
は
、
ま
ず
、
雍
正
元
年
、
広
東
巡
熱
願
希
雍
が
監

督
を
兼
務
す
る
事
に
よ
っ
て
や
ぶ
ら
れ
た
。
男
乗
爽
は
翌
二
年
ま
で
在
聾
す

る
が
、
蓬
正
　
二
年
か
ら
六
年
に
か
け
て
は
、
陶
じ
く
広
東
猿
楽
楊
文
乾
が
監

督
を
兼
務
し
て
い
る
か
ら
、
兼
管
湖
は
ひ
き
つ
づ
き
実
施
さ
れ
て
い
た
事
に

な
る
。
そ
し
て
、
雍
正
七
年
に
、
蹴
払
仕
監
督
制
が
再
び
採
用
さ
れ
て
い
る
が
、

以
後
、
再
三
に
わ
た
う
て
兼
管
鱗
の
復
活
が
試
み
ら
れ
、
総
督
・
巡
撫
・
将

軍
ら
が
関
務
を
兼
署
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
乾
隆
八
・
九
両
年
に
、
広
州

将
軍
・
策
甥
が
監
督
を
兼
任
し
、
爾
広
総
督
に
昇
進
後
も
、
彼
が
ひ
き
つ
づ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

て
兼
観
し
て
い
た
の
は
、
そ
の
好
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
や
が
て
、
乾
隆
一

五
年
に
な
る
と
、
そ
の
職
責
の
重
要
性
の
故
に
、
専
任
監
督
制
に
復
帰
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

総
督
と
と
も
に
、
税
務
を
題
報
す
べ
き
事
が
定
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
施
工
五

七
年
に
は
、
監
督
の
責
任
が
強
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
総
督
や
巡
撫
に
対
し

て
も
、
毎
月
、
関
務
の
逐
行
状
況
を
戸
部
に
報
告
す
る
貴
務
が
あ
た
え
ら
れ

　
　
⑫

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
轡
海
関
に
お
け
る
専
任
監
督
制
の
興
醒
は
、
総
督

や
巡
撫
の
関
務
に
対
す
る
貴
任
分
担
を
と
も
な
っ
て
い
る
の
で
、
必
ず
し
も
、

康
熈
聖
代
の
旧
制
の
復
活
を
意
味
し
な
い
は
ず
で
あ
る
が
、
以
後
、
嘉
慶
・

道
光
年
問
に
か
け
て
、
謬
海
関
の
業
務
は
、
こ
う
し
た
責
任
体
制
に
よ
っ
て

管
理
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
つ
い
で
、
他
の
三
海
関
監
督
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
こ
れ
ら
監
督
も
ま
た
、

讐
海
関
監
督
と
同
じ
く
、
は
じ
め
は
一
年
交
代
の
欽
差
宮
で
あ
っ
た
よ
う
で

あ
る
が
、
康
熈
五
九
年
以
降
、
江
海
関
は
江
蘇
巡
撫
の
、
逝
海
関
は
漸
江
巡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

撫
の
煙
管
に
あ
ら
た
め
ら
れ
て
お
り
、
闘
海
関
に
お
い
て
も
、
乾
隆
三
年
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

降
、
関
務
は
閾
漸
総
督
あ
る
い
は
福
州
将
軍
の
兼
管
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
兼
管
制
の
実
施
に
つ
い
て
、
轡
海
闘
志
は
、
そ
の
大
略
を
こ
の
よ

う
に
記
し
て
い
る
。
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…
我
朝
嵐
定
関
纏
、
官
舗
有
兼
管
、
有
簡
充
、
契
下
海
関
、
在
編
建
者
轄
以
将
軍
、

在
漸
江
江
蘇
春
轄
警
巡
撫
、
．
惟
広
東
轡
海
、
奪
浅
藍
督
、
誠
重
其
任
也
…
（
轡
海
関

志
巻
七
設
官
）

　
こ
れ
ら
三
海
関
に
お
け
る
騰
督
の
兼
管
制
の
実
施
を
、
具
体
的
な
史
料
に

よ
っ
て
み
る
と
、
ま
ず
、
江
海
・
漸
海
風
関
に
つ
い
て
、
清
雍
正
朝
関
税
史

料
一
〇
輯
（
以
下
、
史
料
と
略
称
）
に
み
え
る
、
灘
正
三
年
八
月
一
五
日
付
、

江
蘇
巡
撫
張
楷
の
上
奏
文
に
は
、
彼
が
巡
撫
に
着
任
し
た
同
年
四
月
二
八
日

以
来
、
江
海
関
の
税
務
を
、
蘇
松
道
副
使
朱
一
鳳
に
代
理
掌
管
せ
し
め
て
い

る
と
い
っ
て
お
り
、
雍
正
ニ
エ
年
六
月
四
日
付
、
歯
序
の
奏
摺
（
雍
正
驚
怖

諭
旨
）
に
も
、
江
・
漸
両
海
関
に
は
そ
れ
ぞ
れ
専
管
の
配
員
が
あ
る
と
い
っ
て

い
る
。
ま
た
、
実
録
乾
臨
二
年
三
月
辛
亥
の
条
、
総
理
蔀
江
海
塘
兼
管
総
優

巡
撫
纂
務
強
怨
讐
の
上
奏
に
は
、
漸
江
海
関
の
税
務
は
寧
紹
同
道
王
坦
に
委

し
て
管
理
せ
し
め
つ
つ
あ
る
と
い
い
、
実
録
乾
隆
瞠
年
一
二
月
丁
丑
の
条
に

も
、
安
徽
巡
撫
孫
圏
璽
の
上
奏
に
対
し
て
与
え
ら
れ
た
勅
旨
と
し
て
、
漸

江
・
江
海
等
関
の
監
督
は
当
該
巡
撫
に
兼
業
せ
し
め
よ
と
記
し
て
い
る
。

　
一
方
、
閾
海
関
に
つ
い
て
は
、
雍
正
七
年
正
月
二
五
日
付
、
劉
世
明
（
殊

批
諭
旨
）
の
奏
摺
に
、
閾
海
関
の
税
務
は
巡
撫
の
挿
管
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

そ
の
実
務
は
、
更
に
地
方
官
を
し
て
管
理
せ
し
め
る
事
が
勅
令
に
よ
っ
て
認

め
ら
れ
て
い
る
と
あ
り
、
実
録
乾
隆
元
年
正
月
戊
午
の
条
に
は
、
海
関
税
務

を
巡
撫
に
兼
慢
せ
し
め
た
い
と
い
う
福
建
海
関
監
督
準
泰
の
発
議
に
対
す
る

勅
令
と
し
て
、
総
督
に
管
理
せ
し
め
よ
と
あ
る
ほ
か
、
実
録
乾
隆
元
年
六
月

甲
子
の
条
に
も
、
閾
海
関
の
税
務
を
塩
泉
永
遵
に
命
じ
て
管
理
せ
し
め
る
議

が
決
定
し
た
事
が
詑
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
実
録
乾
隆
三
年
八
月
の
条
に

よ
る
と
、
撮
管
将
軍
隆
昇
が
閾
海
関
の
警
務
を
兼
養
せ
し
め
ら
れ
て
お
り
、

同
じ
く
乾
隆
王
年
九
月
癸
亥
の
条
に
も
、
闘
漸
総
督
郁
玉
麟
に
対
し
て
、
事

務
の
繁
多
を
理
由
に
、
兼
黙
す
べ
き
関
務
を
福
州
将
軍
隆
昇
に
命
じ
て
管
理

せ
し
め
よ
と
の
上
諭
が
あ
る
。
稲
州
将
軍
が
閲
海
関
の
税
務
を
兼
管
す
る
慣

例
は
、
こ
の
頃
か
ら
は
じ
ま
る
ら
し
い
。
即
ち
、
実
録
乾
隆
八
年
七
月
・
同

一
一
年
四
月
・
同
一
一
年
九
月
戊
午
の
各
条
に
よ
れ
ば
、
当
蒔
、
編
彌
将
軍

新
柱
が
閾
海
関
の
税
務
を
兼
曝
し
て
い
た
事
が
明
ら
か
で
あ
り
、
更
に
実
録

乾
隆
一
四
年
九
月
辛
未
の
条
に
よ
る
と
、
漸
柱
の
離
任
後
、
郡
廷
相
が
署
署

す
る
こ
と
数
ヶ
月
に
し
て
、
現
在
の
馬
爾
揮
（
賢
臣
将
軍
兼
管
闘
海
関
事
務
）
へ

と
バ
ト
ン
・
タ
ッ
チ
が
お
こ
な
わ
れ
た
事
が
知
ら
れ
る
。
く
だ
っ
て
、
実
録

乾
隆
四
四
年
五
月
丙
午
の
条
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
上
諭
が
み
え
る
。

　
又
諭
、
禰
建
将
軍
、
管
理
闘
海
底
事
務
、
其
所
無
熱
隣
羅
、
降
臨
将
軍
派
人
、
稽
査

　
分
管
、
…

　
闘
海
関
の
税
務
を
福
州
将
軍
が
兼
駕
す
る
慣
行
が
存
在
し
た
事
は
明
ら
か

で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
各
海
関
の
主
管
者
で
あ
る
「
監
督
」
に
つ
い
て
は
、
専
任

制
と
兼
管
制
が
あ
り
、
そ
の
ポ
ス
ト
は
、
鯉
海
関
監
督
の
よ
う
に
、
事
実
上
、
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特
定
の
人
々
の
独
占
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
裏
も
あ
っ
た
が
、
監
督
、
あ
る
い
は
、

三
管
を
命
じ
ら
れ
た
地
方
窟
（
総
督
・
巡
撫
・
道
鼓
・
将
軍
な
ど
〉
の
下
に
あ
っ

て
、
実
際
の
徴
税
や
稽
査
の
事
務
に
あ
た
っ
た
の
は
、
彼
ら
の
家
人
か
、
よ

り
下
級
の
地
方
官
か
で
あ
っ
た
。
そ
の
証
拠
は
、
前
掲
実
録
乾
隆
四
四
年
五

月
丙
牛
の
条
で
あ
る
が
、
零
雨
円
頂
事
例
巻
一
〇
六
園
部
・
処
分
例
に
も
、

こ
ん
な
記
載
が
あ
る
。

　
嘉
慶
十
七
年
諭
、
…
各
口
征
収
税
課
、
立
夏
分
設
口
彫
、
該
監
督
等
、
向
来
一
派
家
人

　
長
随
、
前
往
分
駐
、
質
実
賦
役
徴
収
、
其
中
実
難
免
鵬
逓
隠
漏
以
多
報
記
紀
弊
、
…

　
監
督
あ
る
い
は
そ
の
兼
管
港
が
、
自
己
の
家
人
も
し
く
は
親
信
の
人
を
派

遠
し
て
各
関
の
実
務
を
処
理
せ
し
め
た
と
い
う
の
は
、
た
と
え
ば
、
騰
代
の

天
子
が
、
そ
の
家
人
で
あ
る
内
務
府
の
旗
人
だ
け
を
、
鰺
海
関
の
監
督
に
任

命
し
た
の
と
、
原
理
を
同
じ
く
す
る
わ
け
で
、
こ
こ
に
も
、
清
朝
海
関
行
政

の
特
色
を
認
め
る
事
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
な
お
、
難
督
の
委
任
を
う
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

て
実
務
を
担
当
し
た
存
在
と
し
て
、
公
行
と
よ
ば
れ
る
独
占
的
特
許
商
人
が

あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
触
れ
る
纂
を
し
な
い
。

三
　
海
関
税
の
徴
収
と
そ
の
使
途

　
清
朝
の
海
禁
令
撤
廃
と
、
そ
れ
に
と
も
な
う
海
関
設
置
の
主
要
な
ね
ら
い

が
関
税
の
徴
収
に
あ
っ
た
蓼
は
、
す
で
に
言
及
し
允
と
お
り
で
あ
る
。
い
う

ま
で
も
な
く
、
清
朝
の
財
政
収
入
の
三
韓
を
な
す
も
の
は
地
丁
銀
で
あ
る
が
、

関
税
収
入
も
ま
た
、
塩
課
と
と
も
に
、
そ
の
重
要
な
財
源
で
あ
っ
た
嘉
は
、

百
瀬
弘
氏
の
作
製
に
か
か
る
、
つ
ぎ
の
表
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
る
。
即
ち
、

清
朝
前
半
期
に
お
け
る
、
地
丁
銀
・
塩
課
・
関
税
の
、
国
家
歳
入
に
占
め
る

地
位
は
、
つ
ぎ
の
如
く
で
あ
っ
た
。

　
た
だ
し
、
こ
の
関
税
の
項
に
は
、
前
述
の
よ
う
な
制
度
上
の
問
題
と
関
連

1巽f　唇包（万rrlj一）

leo（　4％）

王20（4）

王35（4）

430（10）

540（13）

次 地了銀（万両） 塩蓬　1諜こ（万爾）年

213（　990）

276（　9）

443（13）

7el　（17）

574（14）

2．128（8796）

2．727（88）

3．007（86）

2．938（73）

2．991（73）

1653年（iliAi’台10）

1685　　（康煕24）

1725　　（雍IE　3）

1？53　　（章乞｛1釜1S）

1766　　（章乞1髪逡31）

し
て
、
当
然
、
国
内
関
税
を
も
含
め
た
乱
臣
が

か
か
げ
ら
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
海
関

税
は
そ
の
一
部
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ

の
嚢
に
お
い
て
は
、
地
丁
銀
が
耕
地
開
墾
の
頭

打
ち
や
盛
世
滋
生
人
丁
の
設
定
に
と
も
な
う
定

額
化
な
ど
に
よ
っ
て
、
大
々
な
伸
び
を
示
し
て

い
な
い
の
に
対
し
、
倉
掛
や
関
税
は
増
収
の
傾

向
を
み
せ
て
い
る
業
が
指
摘
で
き
る
は
ず
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
塩
課
や
関
税
の
国
家
歳
入
に
お

け
る
藁
要
性
は
、
漸
次
、
増
大
し
つ
つ
あ
っ
た

と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
清
朝
前
半
期

の
財
政
状
況
は
、
概
し
て
黒
字
で
あ
っ
た
。

　
浩
…
代
の
関
税
は
、
国
内
関
税
ど
海
関
税
と
か

ら
な
っ
て
い
た
と
、
一
応
の
区
別
を
つ
け
る
事

が
で
き
る
。
前
者
は
、
内
地
の
水
陸
の
要
衝
に
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設
け
ら
れ
た
税
関
に
お
い
て
、
後
者
は
、
響
海
関
な
ど
の
隣
海
関
に
お
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
徴
収
さ
れ
た
税
で
あ
る
が
、
た
だ
し
、
そ
の
徴
税
内
容
は
、
全
く

同
じ
で
、
三
差
と
船
紗
と
か
ら
な
り
、
両
春
の
問
に
相
違
が
あ
っ
た
わ
け
で

は
な
い
。
貨
税
と
は
、
通
過
す
る
貨
物
に
対
し
て
か
け
ら
れ
る
従
量
税
で
あ

り
、
船
鋤
と
は
、
船
舶
の
種
類
ま
た
は
大
小
に
も
と
づ
い
て
課
せ
ら
れ
る
税

（～

墲
ﾌ
噸
税
）
で
あ
る
が
、
こ
の
事
実
に
よ
っ
て
み
て
も
、
国
内
税
関
と
海

関
と
を
、
捌
度
的
に
区
別
し
な
か
っ
た
清
朝
の
基
本
的
立
場
が
う
か
が
え
る

と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
海
関
税
は
、
本
来
、
国
内
関
税
と
瞬
じ
性
質
の
課
税
で
あ

る
が
、
そ
の
課
税
に
つ
い
て
は
一
定
の
規
準
が
あ
り
、
徴
税
の
定
額
も
各
関

ご
と
に
定
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
各
海
関
に
よ
っ
て
は
、
課
税
物
資
の
種

類
や
税
率
に
若
干
の
相
違
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
江
海
関
の
徴
税
規
準
に

つ
い
て
、
乾
隆
会
典
則
例
巻
四
七
関
税
上
の
条
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
み
え

て
い
る
。

　
凡
商
販
内
地
貨
物
鐵
洋
、
及
販
外
洋
貨
物
進
口
奢
、
按
斤
疋
箇
件
連
副
嬰
隻
条
三
三

　
饗
、
木
按
根
按
瑚
、
板
按
箆
科
税
、
船
料
、
毎
嵩
洋
科
税
一
次
、
梁
頭
一
丈
以
外
棄

　
二
丈
、
毎
尺
徴
銀
一
両
、
二
丈
以
外
、
毎
尺
二
両
、
貿
易
捕
魚
船
、
毎
年
徴
収
二
次
、

　
梁
頭
　
丈
以
内
、
毎
尺
一
銀
一
銭
五
分
、
一
丈
以
外
、
毎
尺
二
銭
五
驚
…

　
つ
ま
り
、
輸
出
入
の
物
資
に
従
搬
約
に
課
税
す
る
（
貨
税
）
と
と
も
に
、

船
舶
に
対
し
て
も
、
そ
の
梁
豊
門
船
膿
の
幡
の
尺
度
に
癒
じ
て
課
税
し
た

（
黒
雲
）
事
が
知
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
綴
じ
会
典
則
例
に
は
、
閾
海
関

の
霧
隠
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
．

　
凡
商
船
議
洋
及
進
口
各
貨
、
按
斤
科
埴
田
為
多
。
有
按
疋
件
正
応
衛
塊
、
谷
霞
其
物
、

　
分
別
貴
賎
徴
収
、
船
税
、
按
梁
頭
丈
尺
、
梁
頭
澗
七
尺
以
外
作
五
尺
二
寸
、
八
尺
以

　
外
作
五
購
八
四
一
寸
、
九
口
八
以
外
作
五
n
八
山
ハ
寸
、
　
一
丈
以
外
作
置
尺
八
寸
、
↑
入
一
二
門
八
以

　
外
作
六
尺
四
寸
、
丈
四
蹴
尺
以
外
作
六
尺
八
寸
、
丈
六
七
尺
以
外
作
七
尺
五
寸
、
丈

　
八
尺
作
八
尺
、
繋
丁
台
灰
門
泉
粥
涌
江
四
口
二
二
海
船
、
毎
尺
科
税
銀
五
銭
、
一
年

　
両
次
徴
収
、
至
各
県
小
商
漁
船
、
僅
在
近
地
貿
捕
、
除
照
海
船
梁
頭
滅
折
丈
尺
外
、

　
毎
詳
記
銀
三
銭
亀
五
銭
、
内
業
一
年
両
次
徴
収
考
、
胸
一
年
一
次
徴
収
蔚
、
・
、
・

　
貨
税
の
徴
収
に
つ
い
て
、
細
劉
が
明
ら
か
で
な
い
事
は
江
海
関
の
場
禽
と

同
様
で
あ
る
が
、
船
子
の
徴
収
細
則
に
つ
い
て
は
、
江
海
関
の
そ
れ
よ
り
か

な
り
複
雑
で
あ
っ
た
事
が
知
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
繁
を
厭
っ
て
列

記
す
る
事
を
し
な
い
が
、
漸
海
関
に
つ
い
て
も
、
事
情
は
ほ
ぼ
同
じ
で
、
貨

税
と
船
紗
が
徴
収
さ
れ
て
い
る
が
、
各
海
口
ご
と
に
施
行
細
則
が
異
っ
て
い

た
事
が
、
乾
隆
会
典
則
例
巻
四
七
関
税
上
・
漸
海
関
の
条
に
は
み
え
て
い
る
。

そ
し
て
、
岡
書
の
、
響
海
関
に
つ
い
て
の
記
載
に
よ
る
と
、
そ
の
徴
税
細
則

は
更
に
詳
細
で
あ
る
。

　
凡
商
船
鐵
帯
芝
隣
各
貨
、
按
斤
科
税
二
二
多
、
有
按
実
疋
簸
件
藪
、
餐
囲
其
物
、
分

　
別
貴
賎
徴
収
、
船
税
、
三
洋
第
一
等
大
爽
板
船
、
長
七
二
四
烈
尺
、
潤
二
丈
三
四
尺
、

　
長
灘
桐
乗
、
得
十
膚
八
丈
、
徴
税
銀
千
四
百
両
、
驚
二
等
爽
板
船
及
鳥
白
触
船
、
長

　
七
文
絵
、
潤
二
丈
一
二
尺
、
長
潤
糟
乗
、
得
十
有
五
文
四
尺
、
税
千
＝
豊
粥
、
第
三

　
樵
守
、
　
長
穴
蚕
齢
陣
、
　
一
個
二
丈
橋
脚
、
　
長
潤
個
樹
乗
、
得
∴
一
晶
層
二
丈
、
税
六
甲
臼
両
、
餓
叩
四
愉
守
、

　
長
五
型
入
絵
、
・
潤
目
一
掴
五
六
川
べ
、
長
膿
血
相
乗
、
得
八
丈
、
税
照
百
爾
、
繭
洋
一
等
二
品
寺
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脂血の海関行敷について（寿濁）

　
三
等
鉱
煙
船
、
均
照
東
洋
船
岡
徴
収
、
本
省
猿
轡
発
各
外
圏
等
大
船
、
分
為
囲
等
、

　
一
等
澗
二
丈
二
尺
長
七
丈
三
尺
以
上
、
毎
丈
徴
鋏
十
有
翼
薩
、
二
等
潤
二
丈
長
七
実

　
以
上
、
毎
丈
十
有
三
両
、
三
等
潤
一
丈
八
尺
長
六
丈
以
上
、
毎
丈
十
王
一
両
、
四
等

　
瀾
酬
一
丈
六
門
尺
長
五
丈
以
・
上
、
毎
∴
又
九
両
、
・
：

　
響
海
関
に
お
け
る
船
紗
の
微
収
は
、
さ
き
の
三
関
よ
り
は
複
雑
で
、
船
の

長
さ
と
潤
さ
を
掛
け
た
数
値
を
基
準
に
し
た
事
が
知
ら
れ
る
と
と
も
に
、
船

舶
の
大
き
さ
に
よ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
幽
籍
に
よ
っ
て
も
、
徴
駁
の
方
法

が
ち
が
っ
て
い
た
寮
が
理
解
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
船
紗
の
掛
鉤
に
つ
い
て
、
外
国
人
の
記
録
す
る
と
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
、
　
誕
・
¢
ご
・
累
。
轟
⑦
に
よ
る
と
、
一
八
一

〇
年
（
嘉
慶
…
五
）
広
東
に
入
港
し
た
あ
る
イ
ギ
リ
ス
商
船
く
長
さ
七
九
．
九

キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
B
九
七
フ
ィ
ー
ト
四
イ
ン
チ
・
潤
さ
二
五
・
五
キ
ュ
r
ビ
ッ
ト
豚
ご
ニ

フ
ィ
…
ト
ー
イ
ン
チ
）
が
支
払
っ
た
船
紗
は
、
　
つ
ぎ
の
よ
う
な
複
輪
灘
な
計
算
の

結
果
、
え
ら
れ
た
の
だ
と
い
う
癖
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
　
　
　
　
　
圃
㊤
b
×
邸
切
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×
8
唱
（
圏
）
曇
お
o
o
刈
．
5
◎
◎
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

　
計
算
の
答
そ
の
も
の
は
少
し
間
違
っ
て
い
る
が
、
と
に
か
く
、
ニ
エ
八
七

両
余
の
銀
貨
を
支
払
う
わ
け
で
あ
る
が
、
一
一
〇
％
の
控
除
が
あ
っ
て
、
船
繰

と
し
て
、
支
払
わ
れ
た
の
は
、
つ
ぎ
の
金
額
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
一
ω
・
・
器
・
…
－
奮
謡
・
・
…
李
）
－
一
禽
・
…
軌

　
荊
半
の
榔
分
は
、
会
典
刷
例
紅
い
う
と
こ
ろ
し
脳
、
計
灘
の
方
法
に
お
い
て

は
一
致
す
る
が
、
後
半
の
二
〇
％
控
除
に
つ
い
て
は
、
中
国
側
の
記
録
に
は

み
え
な
い
。
そ
し
て
、
馬
蹄
銀
へ
の
爾
替
の
手
数
料
（
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
七
十

七
両
六
銭
余
を
言
え
た
一
千
一
首
八
十
七
両
五
銭
余
が
、
支
払
わ
れ
た
金
額

で
あ
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
海
関
税
、
就
中
、
三
冠
の
隔
心
規
定
は
知
り
え
た
と
し

て
も
、
も
う
一
方
の
国
税
に
つ
い
て
は
、
会
典
則
例
は
多
く
を
記
載
し
な
い
。

そ
れ
に
つ
い
て
最
も
詳
し
い
の
は
戸
部
則
例
で
あ
る
。
巻
五
四
に
は
江
海
関

の
、
巻
六
二
に
は
閾
海
関
の
、
巻
六
二
に
は
漸
海
関
の
、
巻
六
八
に
は
磨
海

関
の
零
丁
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
幽
々
を
紹
介
す
る
必
要
は
な
か
ろ
う
。

戸
部
則
例
に
は
、
徴
税
の
対
象
と
な
る
貨
物
と
税
率
を
列
挙
し
て
い
る
が
、

出
口
税
と
一
口
税
の
区
別
は
明
記
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
こ
の
税

は
一
種
の
通
過
税
と
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
一
実
を
指
摘

す
る
に
と
ど
め
る
。
こ
の
点
は
、
清
朝
の
海
関
が
、
現
在
い
う
と
こ
ろ
の
海

関
と
は
、
少
し
く
趣
を
異
に
す
る
三
寸
で
あ
っ
た
事
を
立
証
す
る
た
め
の
、

一
つ
の
材
料
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　
郵
税
の
徴
紋
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
洌
の
史
料
が
あ
る
。
、
貿
易
の
主
た
る
糖

手
鑓
で
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
側
の
記
録
で
あ
る
が
、
そ
の
一
つ
に
は
、
導
出
と

輸
入
を
区
別
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
つ
ぎ
の
数
字
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
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織
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鼎
鞭
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0．10

0．10
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o．le

O．20

0．30

（120～160醐）1ピクル

（250～350冨｛奄）　　〃

（13両）王カテイ

（1．50両）1ピクノレ
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糸
薄
香
草
黄
　
糖
　
鉛

銅
　
　
茶

生
絹
勝
薬
大
目
亜
．

　
即
ち
、
　
鍛
’
じ
d
’
鵠
。
騎
。
一
雲
δ
O
ξ
9
p
凶
。
ざ
ω
o
h
畠
。
煙
霧
け
営
巳
ρ

0
8
も
き
団
霞
蝕
ぢ
σ
q
け
。
Ω
旨
峯
一
①
ω
㎝
～
μ
o
。
。
。
幽
省
く
。
轡
一
℃
煮
。
り
。
。
・
一
〇
①
に

み
え
る
数
字
で
あ
り
、
上
表
が
イ
ギ
リ
ス
側
か
ら
み
た
輸
出
品
の
、
下
褒
が
同

じ
く
輸
入
最
に
対
す
る
課
税
率
で
、
と
も
に
、
一
六
九
八
年
（
康
熈
霊
八
）
と
い

う
、
比
較
的
は
や
い
時
期
の
も
の
で
あ
る
と
の
事
で
あ
る
。
中
躍
側
の
輸
出
物

資
と
し
て
、
生
糸
・
男
爵
・
茶
な
ど
の
心
胸
が
み
え
て
い
る
の
に
注
目
し
た
い
。

　
こ
の
船
紗
と
鞍
壷
と
は
、
所
謂
正
税
で
あ
る
が
、
そ
の
上
さ
ら
に
、
額
外

の
加
徴
が
あ
っ
た
。
田
く
火
耗
、
凪
ぐ
規
礼
、
口
く
随
規
、
臼
く
盈
余
、
そ

の
名
目
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
が
、
そ
の
数
量
は
、
正
税
と
ほ
ぼ
匹
敵
す
る
く

ら
い
の
額
に
た
っ
す
る
事
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
雍
正
五
年
閾
三
月
一
日

付
、
揚
文
乾
の
上
奏
（
史
料
＝
輯
）
に
よ
る
と
、
轡
海
関
に
お
い
て
、
来
航

し
た
洋
船
七
隻
か
ら
正
税
四
万
三
千
七
百
五
十
両
を
徴
収
す
る
と
と
も
に
、

羨
余
銀
四
万
八
千
余
両
を
え
た
と
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
づ
け
て
、

　
査
、
磨
海
関
順
規
知
多
、
臣
先
将
書
役
籍
称
緻
官
公
費
需
索
商
民
臨
規
銀
｝
口
絵
両

　
情
磁
、
査
出
華
除
、
奏
明
在
案
、
此
外
尚
有
分
頭
担
頭
標
頭
等
項
、
係
管
関
衙
門
殖

　
規
、
相
沿
已
久
、
…

と
述
べ
て
、
正
税
以
外
に
徴
紋
さ
れ
る
随
規
が
如
何
に
多
く
、
且
つ
そ
の
習

慣
の
如
何
に
久
し
い
か
に
つ
い
て
需
及
し
て
い
る
。
ま
た
、
弾
正
五
年
四
月

四
日
付
、
鎮
海
将
軍
署
理
橿
純
建
巡
撫
毛
文
鐙
の
輿
摺
（
史
料
一
〇
輯
）
に
は
、

閾
海
関
に
お
い
て
、
雍
正
闘
年
正
月
二
七
臼
よ
り
翌
五
年
正
月
二
六
日
に
い

た
る
一
年
間
に
徴
収
し
た
正
税
穴
万
六
千
五
百
四
十
九
両
余
に
対
し
、
同
じ

期
聞
に
え
た
雪
余
銀
は
五
万
五
十
四
両
余
で
あ
っ
た
と
も
い
っ
て
い
る
。

　
更
に
、
箭
掲
の
、
　
諸
。
話
。
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
た
町
議
の
徴
収
に
関
す

る
史
料
に
よ
る
と
、
公
式
の
計
鋒
に
も
と
ず
く
一
千
一
百
八
十
七
両
五
銭
余

の
金
額
に
、
つ
ぎ
の
各
項
ハ
目
が
加
え
ら
れ
、
同
船
…
が
最
終
的
に
支
払
っ
た
の

は
、
三
千
二
百
七
十
八
両
四
銭
余
で
あ
っ
た
と
い
う
事
で
あ
る
。

　
監
督
へ
の
謝
金
（
一
〇
パ
…
セ
ン
ト
）
　
　
　
　
一
一
八
両
七
銭
余
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税
蘭
吏
へ
の
謝
金
（
二
。
パ
ー
セ
ン
ト
）
　
　
　
　
　
ニ
ニ
両
一
銭
卜

　
贈
　
物
　
到
着
の
謝
金
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八
九
両
六
銭
余

　
　
　
　
　
鐵
発
の
謝
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
六
両
五
銭
余

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
　
　
　
　
慈
善
事
業
へ
の
寄
付
　
　
　
　
　
　
一
三
二
両

　
　
　
　
　
船
上
の
肝
入
の
萄
お
ろ
し
監
視
入
へ
一
五
〇
両

　
　
　
　
　
他
の
種
々
の
謝
金
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
両
四
銭
余

　
　
　
　
　
衡
董
の
差
額
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
両
三
銭
余

　
つ
ま
り
、
正
規
の
税
額
に
く
ら
べ
て
ほ
ぼ
二
倍
に
も
あ
た
る
金
額
が
、
さ

ま
ざ
ま
な
名
員
の
も
と
に
言
言
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
慣
行
は
、
来
航
す
る
外
国
商
人
の
最
も
三
顧
と
す
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
ま
た
、
理
解
で
き
な
い
事
で
も
あ
っ
た
。
清
朝
政
府
も
、
こ
れ
が
税

関
吏
の
腐
敗
に
関
係
す
る
霧
を
お
も
ん
ば
か
っ
て
、
鷹
々
こ
れ
を
禁
止
し
た

編
あ
ま
り
効
果
は
あ
が
ら
な
か
・
た
よ
う
で
あ
る
・
天
世
紀
の
来
響

乾
隆
末
年
頃
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
使
節
団
を
中
国
に
派
遣
し
て
、
か
か

る
不
合
理
な
通
商
状
態
を
改
善
し
よ
う
と
企
て
た
の
も
、
無
理
か
ら
ぬ
事
で

あ
っ
た
。
累
○
拳
。
は
別
著
日
7
0
ぎ
け
。
罷
峯
¢
9
μ
巴
涛
G
㌶
賦
9
5
0
｛
窪
0

6
謀
二
塁
σ
犀
ヨ
営
器
・
く
2
ピ
娼
斜
σ
Q
φ
ω
O
。
。
に
お
い
て
、
貨
税
に
つ
い
て
も
正

規
の
税
率
と
実
際
の
課
税
率
の
関
係
を
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
表
示
し
て
い
る
。

税率

率税旧

公式税劇実際税率

O．400

0．100

0．150

1．ooe

e．lse
1

王．74G

O．373

0．7e2

2．4e6

1．242

G298両
e．06g

O．285

0a485

0．712

　1ピクル

　1ピース

　　！！

　1ピクル

　1チヤソ
（141インチ）

原　　　様1

灰色シャツ地

白色シャツ地

棉　　　糸

広輻織物

2．seo

o．2se

！．oeo

23．733

10．570

6．000

0r475

2．65i

15．276

8．576

1．279

e．269

1．844

1ピクル

ク

1－

11

！！

絹　（南京製）

綱　（広爽製）

　　　茶

糖
布

子
棉

　
こ
の
税
率
は
、
ア
ヘ
ン
戦
争
の
開
始
禮
前
、
恐
ら
く
、
一
八
三
〇
年
代
の

も
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
が
、
正
規
の
税
率
に
対
す
る
実
際
の
課
税
率

は
、
融
囹
に
よ
っ
て
か
な
り
の
差
が
あ
る
と
は
い
う
も
の
の
、
数
倍
に
も
た

っ
す
る
商
品
が
あ
っ
た
事
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
来
航
し
た
外

岡
商
人
、
特
に
、
そ
の
大
半
を
占
め
た
イ
ギ
リ
ス
の
商
人
は
、
政
府
公
定
の

税
率
よ
り
も
、
は
る
か
に
高
率
の
税
を
輸
出
入
物
資
に
課
せ
ら
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。

　
ま
た
、
佐
々
木
正
裁
氏
の
「
輿
・
海
関
の
一
隈
規
」
　
翁
東
洋
学
報
蝕
ゴ
一
圏
巻
）
は
、
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雍
正
年
代
に
お
け
る
轡
海
関
の
隈
規
と
そ
の
帰
塁
を
論
じ
た
専
論
で
あ
る
が
、

そ
こ
に
も
、
予
震
の
ほ
か
、
智
頭
・
分
頭
・
担
頭
・
船
規
な
ど
の
名
羅
が
あ

げ
ら
れ
、
こ
う
し
た
名
手
に
よ
っ
て
徴
収
さ
れ
る
金
額
が
莫
大
な
も
の
で
あ

っ
た
事
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
佐
々
木
疏
に
よ
れ
ば
、
来
航
の
商
船
一

隻
に
つ
い
て
、
正
税
と
匿
規
を
あ
わ
せ
て
、
平
均
二
万
両
の
収
入
が
あ
っ
た

と
い
う
事
で
あ
る
。
そ
し
て
、
響
海
関
に
お
い
て
は
、
雍
正
三
年
置
晒
規
の

帰
公
が
実
施
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
麺
規
は
、
羅
家
の
正
式
の

税
収
に
く
み
こ
ま
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ら
の

大
部
分
は
、
所
轄
官
吏
の
私
的
収
入
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
響
海
関
監
督

が
天
下
第
一
の
美
歓
と
い
わ
れ
る
の
は
、
こ
の
事
に
基
因
す
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
船
紗
・
貨
税
、
更
に
付
加
税
、
あ
る
い
は
、
帰
公
さ
れ
た
随

規
、
報
解
さ
れ
た
盈
余
な
ど
、
国
庫
の
収
入
と
な
っ
た
も
の
の
総
計
が
、
所

謂
関
税
収
入
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
、
四
海
関
の
収
入
を
特
に
他
と
区
別

し
て
、
海
関
税
と
い
う
事
も
で
き
る
わ
け
で
あ
る
が
、
本
編
の
主
題
に
そ
っ

て
、
以
下
、
各
海
関
の
関
税
収
入
の
額
を
調
査
し
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
、
康
熈
会
典
巻
三
八
関
税
の
条
に
は
、
江
南
・
戦
戦
・
福
建
・
広
東

の
四
海
関
の
税
額
に
つ
い
て
、

　
以
上
四
処
税
銀
、
星
斗
新
設
、
未
有
定
額
、

と
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
同
会
典
が
康
煕
二
五
年
ま
で
の
行
政
法
規
及
び

そ
の
沿
革
の
諸
事
例
を
纂
修
し
た
も
の
で
あ
る
関
係
上
、
康
熈
二
三
．
二
四

両
年
に
創
設
さ
れ
た
右
の
四
海
関
の
税
額
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
確
た
る
報
告

を
も
ち
え
な
か
っ
た
と
い
う
事
構
に
も
と
っ
く
の
で
あ
ろ
う
。
つ
い
で
、
雍

正
聖
典
巻
五
二
関
税
の
条
に
は
、
つ
ぎ
の
数
字
が
み
え
る
。

　
汗
轍
醗
忠
撒
関
額
齪
祝
銀
　
　
一
一
万
ご
一
千
一
十
山
ハ
両
一
二
銭
零

　
照
射
汀
鷹
謙
閲
囚
額
皿
魏
銀
　
　
＝
一
万
二
千
－
一
二
よ
一
管
六
銭
零

　
編
建
海
関
額
叢
誌
　
六
万
六
千
五
百
四
十
九
両
五
銭
零

　
広
東
海
関
額
税
銀
　
四
万
両
二
分

　
こ
れ
ら
の
数
字
は
、
額
税
、
つ
ま
り
、
規
定
と
し
て
徴
収
す
べ
き
税
額
を

示
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
実
際
に
徴
収
さ
れ
た
金
額
で
は
必
ず
し
も
な
か
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
雍
正
帝
は
、
額
税
を
完
納
し
た
う
え
、
な

お
髄
脳
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
実
額
を
報
告
す
る
事
を
命
じ
た
だ
け
で
、
臓

余
の
強
制
的
な
と
り
あ
げ
を
行
わ
ず
、
表
面
的
に
は
、
監
督
ら
の
取
得
分
と

し
て
、
自
慮
な
裁
量
に
ま
か
せ
る
方
針
で
あ
っ
た
か
ら
、
右
の
数
字
は
、
必

ず
し
も
、
徴
紋
さ
れ
た
海
関
税
の
額
を
示
し
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か

ら
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
雍
正
謹
選
の
同
条
に
ひ
か
れ
た
雍
正
三
年
半
関
額

日
銀
は
一
百
三
十
五
万
六
百
四
十
七
両
三
銭
五
分
零
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
関
税
に
定
額
が
あ
る
と
い
う
事
は
理
屈
に
あ
わ
な
い
。
何
故

な
ら
ば
、
そ
の
徴
収
額
は
、
貿
易
の
好
不
況
に
よ
っ
て
大
き
く
影
響
を
う
け

る
べ
き
も
の
で
、
本
来
は
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
清
代
に
お
い
て

は
、
関
税
に
は
、
他
の
諸
税
と
掴
じ
く
、
定
額
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
各
監
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督
官
は
、
必
ず
そ
れ
だ
け
の
徴
税
を
行
う
責
務
が
あ
っ
た
。
し
か
も
、
関
税

に
つ
い
て
は
、
更
に
、
正
税
（
面
罵
と
貨
税
）
に
定
額
が
あ
っ
た
ば
か
り
で
な

く
、
定
額
を
こ
え
て
徴
収
さ
れ
た
余
剰
の
税
銀
で
あ
る
灘
余
銀
に
も
、
乾
隆

一
四
年
に
な
る
と
、
雍
正
一
三
年
の
数
字
を
基
準
と
し
て
、
厩
連
銀
の
定
額

が
設
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
い
で
、
乾
句
会
典
則
例
巻
閥
七
関
税
上
の
条

に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
数
字
が
な
ら
ん
で
い
る
。

　
江
蘇
海
関
税
　
七
万
七
チ
五
百
九
両
有
奇

　
漸
々
関
税
　
　
八
万
七
千
六
蕎
五
十
四
両
有
奇

　
偏
建
海
関
税
　
三
十
一
万
囲
千
四
欝
四
十
八
両
有
奇

　
広
東
中
伝
関
税
　
　
五
十
｝
万
五
千
一
｝
臼
八
十
八
両
山
肥
奇

　
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
、
会
典
纂
修
の
隼
代
か
ら
推
し
て
、
恐
ら
く
、
乾

隆
二
〇
年
前
後
の
数
字
で
あ
ろ
う
と
瓢
4
卜
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
推
定
は
、
つ
ぎ

の
事
実
か
ら
傍
証
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
即
ち
、
前
述
の
と
お
り
、
勢
海
関

に
は
「
轡
海
関
志
」
と
い
う
詳
細
な
史
料
集
が
あ
り
、
そ
の
巻
一
〇
税
則
三

の
条
に
、
関
税
収
入
の
統
計
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
乾
隆
一
四
年

一
二
月
二
六
日
置
ら
道
光
一
八
年
閥
月
二
五
日
ま
で
に
い
た
る
期
間
の
関
税

収
入
を
、
ほ
ぼ
一
年
を
単
位
と
し
て
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
乾
隆
一
四

年
以
前
の
数
字
は
、
す
で
に
圃
士
心
編
纂
の
道
光
末
年
に
は
、
案
巻
が
露
寓
し

て
い
て
利
用
で
き
な
い
状
況
に
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
み
え
る

数
宇
の
な
か
で
、
前
掲
乾
虚
夢
典
則
例
が
、
簿
海
闘
の
関
税
と
し
て
詑
録
す

る
五
十
一
万
五
千
一
欝
八
十
八
画
有
奇
に
最
も
近
い
の
は
、
素
焼
一
八
年
一

一
月
二
六
日
か
ら
翌
一
九
年
一
〇
月
二
五
臼
ま
で
の
、
五
十
一
万
五
千
三
百

十
八
両
三
分
九
灘
で
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
会
典
則
劔
の
記
録
す
る
数
字
は
、

乾
隆
二
〇
年
頃
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
の
推
定
が
な
り
た
つ
の
で
あ
る
。
な
お
、

穿
海
関
に
お
け
る
関
税
徴
収
額
の
変
動
は
、
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
海
関
税
の
徴
収
は
、
劇
職
一
一
三
年
以
後
に
は
じ
ま
る
が
、

雍
正
時
代
に
お
い
て
、
そ
の
徴
収
総
額
は
、
額
税
の
み
で
十
数
万
碕
、
つ
い

で
乾
隆
二
〇
年
前
後
に
は
、
百
万
両
近
く
に
も
な
っ
て
い
た
。
し
か
も
、
別

表
に
み
ら
れ
る
と
お
り
、
轡
海
関
だ
け
を
と
っ
て
み
て
も
、
乾
酪
一
五
年
以

降
、
常
に
四
・
五
十
万
両
以
上
、
乾
隆
末
期
に
は
腰
々
百
万
両
を
こ
え
る
廉

額
に
た
っ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
前
掲
の
百
瀬
氏
作
製
の
表
に
よ
れ
ば
、
関

税
収
入
は
、
乾
隆
一
八
年
に
四
百
三
十
万
両
、
乾
隆
三
一
年
に
五
百
幽
十
万

両
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
輿
．
海
瀾
の
関
税
収
入
は
、
こ
の
頃
、
全
関
税
収

入
の
約
一
向
に
あ
た
っ
て
お
り
、
清
朝
の
関
税
収
入
の
な
か
で
も
重
要
な
部

分
を
占
め
、
ひ
い
て
は
、
園
象
財
致
に
と
っ
て
無
視
し
え
な
い
財
．
源
で
あ
っ

た
事
は
、
容
易
に
理
解
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
で
は
、
徴
収
さ
れ
た
海
関
税

は
ど
う
い
う
ふ
う
に
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
最
後
に
、
こ
の
問
題
に

触
れ
て
お
き
た
い
。

　
海
関
税
の
徴
収
は
、
前
述
の
と
お
り
、
各
監
督
の
責
務
で
あ
り
、
監
督
は
、

属
員
や
家
人
を
口
岸
に
派
遣
し
て
徴
税
に
あ
た
ら
せ
る
か
、
官
許
の
貿
易
商
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人
で
あ
る
公
行
に
代
行
さ
せ
る
の
が
常
態
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
結
果
は
、
戸

部
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
即
ち
、
嘉
慶
会
典
劉
例
巻
一
六
戸

部
貴
州
清
吏
司
の
条
に
よ
る
と
、
徴
収
し
た
税
銀
は
、
江
海
・
闘
海
の
両
関

に
あ
っ
て
は
、
四
季
ご
と
に
報
告
し
、
一
年
ご
と
に
全
数
を
ま
と
め
て
戸
部

へ
送
付
す
る
規
定
で
あ
り
、
漸
海
・
轡
海
の
二
関
で
は
、
年
度
の
お
わ
り
に
、

徴
収
税
銀
を
静
劇
し
て
戸
部
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
銀
両
を
輸
送
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
事
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
各
海
関
の
監

督
は
、
関
税
の
実
徴
額
を
戸
部
に
報
告
し
、
且
つ
累
計
を
国
都
で
あ
る
北
京

へ
送
り
と
ど
け
る
べ
き
責
務
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
現
突
に
は
、
税
銀
は
、
必
ず
し
も
、
す
べ
て
北
京
へ
解
語
さ
れ

て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
雍
正
三
年
八
月
一

五
日
付
、
江
蘇
巡
撫
張
楷
の
上
奏
（
史
料
一
〇
輯
）
に
よ
る
と
、
京
口
将
軍
何

天
培
が
江
海
関
の
税
務
を
暑
宿
し
て
い
た
厳
正
一
一
年
六
月
一
日
か
ら
翌
三
年

五
月
十
日
ま
で
の
期
間
に
徴
収
し
た
出
額
銀
・
有
余
銀
と
も
布
政
司
庫
に
納

め
ら
れ
た
と
い
っ
て
い
る
。
つ
い
で
、
雍
正
五
年
閏
三
月
一
日
付
の
広
東
巡

撫
楊
文
言
の
上
奏
（
史
料
一
一
輯
）
に
は
、

　
…
広
東
塑
海
関
税
務
、
於
正
月
二
十
三
日
巴
満
、
計
去
年
洋
船
僅
到
七
隻
、
正
野
銀

　
四
万
三
千
七
百
五
十
両
、
倶
発
布
政
司
紋
庫
、
羨
除
銀
闘
万
八
千
零
、
委
員
解
義
内

　
部
交
納
、
己
経
起
身
、
－

と
あ
る
。
つ
ま
り
、
正
税
は
布
政
司
庫
に
納
め
、
羨
余
銀
は
北
京
に
解
畏
し

た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
．
葡
述
の
よ
う
に
、
専
海
関
に
お
け
る
火
耗
の
帰
公

は
雍
正
三
年
に
は
じ
ま
り
、
ま
た
、
規
定
額
以
上
に
徴
紋
さ
れ
た
税
銀
皿
羨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

幽
幽
の
報
解
も
ま
た
、
雍
正
韻
以
来
の
一
貫
し
た
方
針
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ

こ
に
い
う
羨
墨
銀
の
北
京
解
送
は
、
二
合
初
年
以
来
の
慣
行
で
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
が
、
正
税
を
布
政
司
の
倉
灘
に
納
め
る
と
い
う
慣
行
が
何
連
載
で
き

た
か
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
雍
正
五
年
四
月
四
日
に
だ
さ
れ
た
鎮
海
将
軍

署
理
福
建
巡
撫
平
文
鎗
の
上
炎
（
史
料
一
〇
輯
）
に
は
、
矯
正
四
年
正
月
二
七

日
か
ら
翌
五
年
正
月
二
六
日
目
で
の
一
無
闇
に
、
闘
海
関
に
お
い
て
徴
収
し

た
正
州
税
六
万
六
千
五
｝
臼
四
十
－
九
両
余
は
布
凱
以
司
の
食
…
庫
に
解
川
貯
み
9
る
一
方
、

各
項
の
繍
余
銀
五
万
五
十
四
両
余
は
、
現
に
管
関
の
泉
州
府
知
丁
張
無
答
に

命
じ
て
、
す
み
や
か
に
戸
部
へ
運
送
し
、
内
府
に
転
交
せ
し
め
つ
つ
あ
る

む
ね
記
載
さ
れ
て
い
る
。
轡
海
関
の
例
と
同
じ
く
、
正
税
は
布
政
司
庫
に
納

め
、
羨
余
銀
は
北
京
に
送
り
、
内
廷
の
綴
費
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
あ

る
。
更
に
、
雍
正
六
年
六
月
四
日
付
、
禰
建
蔽
撫
今
調
雲
南
巡
髪
膚
賓
の
上

奏
（
史
料
一
八
輯
）
に
は
、
雍
正
五
年
八
月
二
二
霞
、
彼
が
閾
海
関
税
務
を
兼

管
し
て
以
来
の
税
銀
の
処
罎
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

　
…
除
収
正
税
銀
陸
万
陸
千
伍
百
騨
捻
丹
青
零
、
真
面
充
納
外
、
実
盈
除
銀
陸
万
捌
千

　
捌
百
玖
拾
壱
両
、
較
之
上
灘
、
計
弾
語
銀
壱
万
壱
千
落
零
、
現
寸
掘
総
章
琳
、
領
解

　
戸
部
詑
、
：

こ
れ
に
よ
る
と
、
正
税
を
布
政
司
庫
に
納
め
、
温
帯
銀
を
芦
部
に
解
黙
し
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た
の
は
、
前
例
と
同
じ
で
あ
る
が
、
藩
庫
に
収
納
さ
れ
た
正
税
の
支
藩
と
し

て
、
充
餉
皿
軍
隊
の
糧
食
購
買
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
箏
に
注
目
す
る
必
要
が

あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
雍
正
時
代
に
は
、
各
海
関
と
も
、
正
税
は
布
政
司
庫
に
納

め
、
羨
余
事
は
北
京
に
送
る
慣
行
が
ほ
ぼ
成
立
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
れ
が
乾
隆
…
年
閥
に
は
い
っ
て
も
同
様
で
あ
っ
た
事
は
、
つ
ぎ
の
詑
載
に
よ

っ
て
う
か
が
え
る
。
即
ち
、
櫨
州
将
軍
兼
管
閾
海
関
事
務
新
械
の
上
奏
で
あ

る
。

…
（
闘
）
海
関
毎
年
額
徴
圧
課
六
万
六
千
除
両
、
係
按
読
解
交
霊
庫
収
存
、
共
銅
触

脚
価
及
盈
絵
事
耗
、
約
計
毎
年
一
十
七
八
万
除
殉
、
係
年
男
解
赴
戸
部
、
…
（
実
録

乾
隆
八
年
七
月
）

　
た
だ
、
乾
隆
年
代
に
つ
い
て
は
、
　
「
清
雍
正
朝
関
税
史
料
」
と
い
う
よ
う

な
恰
好
の
史
料
集
が
な
い
か
ら
、
幾
つ
も
の
事
例
を
あ
げ
て
証
明
す
る
事
は

不
可
能
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
各
海
関
と
も
、
そ
の
関
税
の
処
理
に
つ
い
て
、

癖
正
時
代
と
そ
れ
ほ
ど
の
相
違
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
で
き
る
。

少
く
と
も
、
何
ら
か
の
制
度
上
の
改
革
が
行
わ
れ
た
事
を
確
認
す
る
に
た
る

史
料
の
存
在
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
海
関
税
を
充
要
す
る
例
で
あ
る
が
、
こ
の
例
は
甑
海
関
に
つ

い
て
も
認
め
ら
れ
る
。
雍
正
七
年
正
月
…
三
日
付
、
逝
江
総
督
管
巡
撫
蘂
李

衛
の
奏
摺
（
殊
批
諭
撮
）
の
一
節
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。

　
…
漸
注
海
関
一
処
税
線
、
自
設
立
以
来
、
補
記
充
本
地
兵
飽
、
向
点
解
部
、
…

　
つ
ま
り
、
音
量
閣
に
お
い
て
は
、
康
煕
二
四
年
の
設
立
以
来
、
関
税
を
も

っ
て
充
餉
し
て
い
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
海
関
税
の
充
飽
は
、
や
が
て
、
乾
隆
五
六
年
に
な
る
と
、
正
税

の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
従
来
は
芦
部
へ
送
ら
れ
て
い
た
羨
給
銀
ま
で
が
、
そ

の
た
め
に
支
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
実
録
乾
隆
五
六
年
一
二
月
甲
寅
の

条
に
み
え
る
三
論
に
い
う
。

　
又
論
、
編
建
額
徴
地
丁
銀
両
、
為
数
較
少
、
該
欝
応
需
兵
鹸
等
項
、
不
敷
支
放
、
向

　
由
隣
近
雀
分
協
撲
済
用
、
附
思
閥
海
関
盈
除
税
銀
、
毎
年
倶
全
数
解
蔀
、
既
多
運
送

　
之
煩
、
面
該
省
応
放
納
銀
、
転
須
向
隣
近
省
分
、
紛
々
主
導
、
辮
理
殊
多
毛
折
、
畷

　
有
…
閏
海
関
盈
鯨
税
銀
、
嗣
…
後
不
必
解
部
、
即
著
留
於
福
着
電
…
庫
、
以
備
支
放
兵
餉
之

　
絹
、
：

　
海
関
の
税
収
を
も
っ
て
福
建
・
広
東
方
面
の
兵
飽
を
ま
か
な
い
、
隣
省
の

転
輸
協
済
の
労
を
省
こ
う
と
い
う
も
く
ろ
み
を
康
騨
…
帝
が
も
っ
て
い
た
事
は
、

前
掲
実
録
康
鯉
…
二
三
年
九
月
甲
子
の
灸
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
方
針
に
そ
っ
て
、
前
述
の
よ
う
に
、
各
布
政
司
庫
に
納
め
ら
れ
た
海
関

税
の
正
税
分
が
、
各
劣
の
地
丁
銀
両
の
存
留
分
と
と
も
に
、
各
地
方
の
兵
納

充
足
の
た
め
の
財
源
と
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
に
い
た
っ
て
、
羨

余
銀
ま
で
も
が
、
そ
の
た
め
に
当
該
地
方
に
と
ど
め
ら
れ
る
事
に
な
っ
た
わ

け
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
決
定
が
閾
海
関
だ
け
を
対
象
と
し
た
も
の
で
な

い
事
に
つ
い
て
、
上
諭
は
、
右
に
つ
づ
け
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。
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…
至
谷
津
内
、
如
窟
似
此
地
丁
銀
両
不
敷
支
放
兵
蘭
嚢
、
其
有
関
税
省
分
、
応
解
税

　
銀
、
三
二
照
此
手
理
、
二
部
即
詳
晰
査
明
、
分
甥
応
解
之
項
、
行
知
各
省
、
一
体
遊

　
照
、
…

　
実
録
に
み
え
る
上
諭
は
、
こ
れ
以
上
の
事
に
触
れ
て
い
な
い
が
、
光
緒
会

典
事
例
巻
二
一
二
七
戸
部
・
関
税
の
条
に
は
、
こ
の
上
論
に
も
と
ず
い
て
査
明

し
た
結
果
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
舐
齢
し
て
い
る
。
ま
ず
、
響
海
関
に

つ
い
て
、

　
有
関
税
雀
分
糠
徴
地
弾
不
敷
之
広
戚
雀
、
毎
年
籔
計
不
敷
数
肖
、
於
弊
海
関
駆
除
内
、

　
酌
簿
擾
給
、

と
あ
り
、
閾
海
関
の
例
と
同
じ
よ
う
な
方
針
が
、
噂
海
関
の
厩
余
銀
に
対
し

て
も
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
事
を
つ
た
え
て
い
る
。
つ
い
で
、
他
の
二
つ

の
灘
関
を
含
む
諸
関
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。

　
至
江
西
湖
北
江
蘇
安
徽
三
江
霞
康
直
隷
出
西
等
省
、
額
徴
地
丁
、
倶
有
多
重
、
所
有

　
九
涯
…
江
海
…
漸
海
…
等
関
口
臓
余
銀
鼠
、
母
庸
留
備
兵
繭
、

　
比
較
的
財
政
状
態
の
よ
か
っ
た
江
西
以
下
の
各
省
に
お
い
て
は
、
各
関
の

磁
余
銀
を
兵
餉
を
お
ぎ
な
う
た
め
に
使
用
す
る
事
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
漸
海
・
江
海
両
関
の
巌
余
銀
は
、
こ
の
時
期
以
降
、

北
京
に
解
送
さ
れ
つ
づ
け
た
は
ず
で
、
広
東
・
福
建
謁
省
の
場
合
が
、
む
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ろ
例
外
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
関
税
あ
る
い
は
海
関

税
の
正
税
分
及
び
一
部
の
纐
余
分
が
、
兵
餉
充
足
の
た
め
に
支
出
さ
れ
た
事

実
は
、
注
羅
す
べ
き
事
柄
で
あ
る
に
相
違
な
い
。
そ
れ
は
、
清
朝
の
常
置
、

特
に
、
海
関
の
性
格
に
論
及
し
、
あ
る
い
は
、
よ
り
積
極
的
に
、
翌
朝
の
国

家
的
性
格
を
考
え
る
場
倉
の
、
有
力
な
て
が
か
り
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　
〔
附
記
〕
　
は
じ
め
に
記
し
た
よ
う
に
、
本
編
は
安
部
博
士
の
「
史
料
櫨
ポ
」
を
整

理
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
史
料
集
を
宮
崎
先
生
か
ら
お
あ
ず
か
り
し
た
の
は
、

翫
年
も
ま
え
の
事
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
、
捨
て
て
か
え
り
み
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な

い
が
、
筆
者
の
興
味
が
別
の
方
向
に
む
い
て
い
た
た
め
、
つ
い
の
び
の
び
と
な
り
、

し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
中
途
半
端
な
か
た
ち
で
発
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た

の
は
、
誠
に
心
菅
し
い
。
後
穫
、
機
会
を
え
て
、
　
「
清
朝
海
関
央
」
を
書
く
事
に
よ

っ
て
、
こ
の
償
い
を
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

①
佐
久
間
重
男
「
明
代
の
外
照
貿
易
1
一
匠
気
貿
易
の
推
移
！
一
」
（
『
和
田
博
士

　
還
暦
記
念
裏
洋
　
史
論
叢
』
）
、
「
明
朝
の
浦
懸
ボ
政
策
」
（
『
棄
方
学
隔
嬬
六
轍
　
）
　
張
維

　
華
『
明
代
海
外
貿
易
簡
論
』
　
（
一
九
五
五
年
・
北
京
）
。

②
浦
廉
一
「
清
初
の
遷
界
令
の
研
究
」
（
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
5
）

③
乾
隆
大
清
会
典
則
例
巻
＝
四
兵
部
・
海
禁
の
条
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
み
え
る
。

　
康
煕
二
十
三
年
題
準
、
海
猟
既
靖
、
出
東
江
南
漸
江
広
棄
各
海
口
、
除
尊
皇
違
禁

貨
物
、
伽
照
例
治
山
外
、
商
運
人
等
、
有
欲
出
洋
貿
易
者
、
墨
焼
地
方
官
、
登
記
姓

名
、
凶
具
保
結
、
給
発
護
照
、
将
船
身
烙
号
刊
名
、
令
守
肖
官
弁
乱
塾
、
準
愛
戯
入

貿
易
。

④
　
忙
裏
…
氏
に
よ
れ
ば
、
康
躍
二
二
〇
年
、
時
の
漕
運
総
督
慕
天
顔
は
「
諮
開
海
禁

　
疏
」
を
た
て
ま
つ
っ
た
と
い
う
事
で
あ
る
。
　
（
浦
廉
一
・
訪
口
軽
論
文
一
鰻
七
頁
）

⑤
　
皇
朝
文
献
献
通
考
巻
鴛
二
一
市
茄
羅
考
・
雍
賑
五
陥
牛
及
び
澗
七
年
の
条
。

⑥
実
録
雍
証
五
年
六
月
丁
未
の
条
。

⑦
実
録
乾
蝕
ニ
剥
奪
宝
島
庚
子
の
条
、
岡
二
二
年
二
月
甲
申
の
条
、
同
二
二
年
八

　
月
丁
卯
〔
の
条
な
ど
。

⑧
実
録
乾
隆
二
圏
年
寄
丹
丙
子
の
条
、
同
二
四
年
八
月
虫
歯
の
条
、
岡
二
上
年
八

　
月
庚
子
の
条
な
ど
。
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浮歪｝期の海穫鋒テ政に二ついて　（ぐ∫三1罰）

⑨
　
唇
海
関
志
三
〇
巻
。
刊
本
に
は
撰
潜
の
名
を
欠
く
が
、
矢
野
仁
一
博
士
に
よ
れ

　
ば
、
梁
廷
梢
な
る
こ
と
疑
い
な
し
と
い
う
。
　
（
桑
原
騰
蔵
『
蒲
寿
庚
の
事
蹟
』
二

　
四
買
V
職
官
衷
・
歴
年
・
夷
船
来
数
・
税
興
そ
の
他
の
最
終
紀
年
が
道
光
一
八
年
で

　
あ
り
、
凡
例
中
に
も
「
前
任
督
販
蕨
雷
鳴
の
語
が
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
後
任
の
両

　
広
総
督
郡
廷
槙
の
在
職
末
年
で
あ
る
道
光
　
九
年
壌
の
撰
薯
と
考
え
ら
れ
る
が
、

　
刊
行
年
次
は
不
明
で
あ
る
。
梁
廷
櫓
（
嘉
慶
元
年
～
威
豊
一
一
年
）
は
広
東
省
纈

　
徳
県
の
人
、
初
期
外
国
瀬
の
一
人
と
し
て
有
名
で
あ
る
が
、
撰
署
の
動
機
は
、
恐

　
ら
く
、
騎
片
閣
題
の
繁
野
望
と
何
ら
か
の
関
連
を
も
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
、
安

　
部
博
士
は
推
定
さ
れ
て
い
る
。
全
巻
は
、
集
朝
訓
典
・
前
代
事
実
・
ロ
崇
・
設

　
富
・
税
期
・
奏
課
・
経
費
・
禁
令
・
兵
衛
・
貫
離
・
蹴
鞠
・
行
商
・
夷
商
・
雑
識

　
の
一
閤
部
門
に
わ
か
れ
、
ム
ム
典
・
則
例
・
関
㎞
側
・
演
門
島
略
・
海
困
砲
門
兄
録
な
ど

　
の
成
霊
を
は
じ
め
、
多
く
の
爽
・
啓
・
詳
・
…
異
文
を
駆
使
し
て
、
磐
海
関
の
全
機

　
構
を
歴
史
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

⑩
　
こ
の
紀
述
が
い
か
な
る
史
料
的
裏
付
を
も
つ
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
、

　
国
朝
柔
遠
記
巻
二
の
記
載
な
ど
に
拠
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
恐
ら

　
く
、
こ
の
記
述
に
よ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
彰
爾
新
『
清
代
関
，
税
鋼
度
』
　
（
一
鎖

　
五
六
年
刊
）
の
八
頁
に
も
、
ほ
ぼ
同
様
の
記
載
が
あ
る
。

⑪
　
編
纂
の
年
爪
代
は
｝
果
に
く
だ
る
が
、
欽
定
戸
部
則
例
（
同
治
一
一
一
蕉
ゑ
口
成
）
巻
ヨ

　
九
関
税
・
各
関
q
岸
の
条
に
も
、
各
海
関
の
班
属
ロ
岸
の
名
が
列
詑
さ
れ
て
い
る
。

⑫
　
爽
し
ヴ
。
認
。
廃
。
い
§
δ
Ω
環
§
｛
9
窃
。
粘
憩
¢
肉
窟
⇔
H
陸
路
寅
O
o
彰
饗
糎
藁

　
霞
践
冒
σ
q
8
0
三
舜
δ
ω
q
～
一
。
。
認
．
珊
署
ゴ
器
ぎ
9
登
院
伸
δ
葛
一
切
色
霧
δ
彦

　
O
｛
菖
μ
O
O
ロ
ヨ
O
器
国
営
覧
器
な
ど
。

鱒
　
光
輝
会
典
事
例
巻
一
二
三
六
戸
部
・
関
税
の
条
。
　
（
康
烈
）
二
十
八
年
諭
、
嗣
後

　
海
震
著
谷
鑑
一
人
。

（
鯉
・
実
」
録
康
熈
八
年
五
月
辛
亥
の
条
、
戸
部
議
覆
御
史
硬
鋼
磯
聖
堂
、
各
省
関
四
四

　
嵐
、
於
部
薯
中
、
選
用
腎
能
、
止
可
為
一
時
破
格
之
挙
、
行
之
既
久
、
恐
有
職
求

　
ラ
隔
敵
押
、
坤
謂
如
繕
例
、
挨
噺
貧
主
翼
二
一
、
轡
型
所
濾
醗
、
凡
㎜
一
差
欠
山
田
、
将
六
脈
器
儲
員
、

　
諭
翠
蔓
軍
楽
簸
、
其
道
過
差
員
、
不
夢
心
差
、
従
之
。

　
実
録
｛
殿
煕
二
三
年
山
ハ
［
月
己
亥
の
条
、
九
卿
等
質
葦
戸
科
軍
事
中
〆
鯖
㎜
疏
］
冒
、
海
洋

　
貿
易
、
賞
設
立
専
富
収
税
、
応
膳
所
譜
、
得
旨
、
海
洋
貿
易
、
実
有
益
於
生
民
、

　
継
創
収
税
課
、
若
不
定
例
、
恐
為
商
費
累
、
当
照
関
差
例
、
差
響
院
賢
能
司
宮
前

　
往
、
酌
定
鋼
例
、
…

　
光
緒
会
典
事
例
巻
二
三
六
戸
部
・
関
税
の
条
、
　
（
羅
照
）
二
十
六
年
議
准
、
四
型

　
海
差
、
一
年
更
代
。

⑮
　
韓
衣
は
満
州
語
「
ボ
；
イ
」
の
音
訳
で
、
距
僕
を
さ
し
て
い
う
。
八
旗
を
内
外

　
両
旗
に
わ
け
、
内
旗
に
属
す
る
も
の
を
褻
衣
と
い
い
、
皇
室
と
の
関
係
は
殻
も
密

　
接
で
、
一
般
に
お
け
る
家
長
と
世
僕
の
関
係
に
擬
せ
ら
れ
る
。
こ
の
包
衣
の
う
ち
、

　
上
三
旗
（
乾
瓢
・
正
黄
・
疋
櫓
）
に
属
す
る
も
の
を
内
務
府
触
法
と
い
っ
て
、
内

　
務
府
の
直
轄
に
帰
し
、
他
の
五
旗
に
嘱
す
る
も
の
は
、
各
王
府
に
分
翻
す
る
。

　
（
『
清
国
行
政
法
』
駕
一
巻
下
二
〇
〇
頁
）

⑯
鵠
・
ヒ
d
．
窯
。
屋
ρ
、
、
図
。
冨
鉱
。
鐸
ω
、
．
の
一
五
買
に
も
、
内
務
府
旗
人
が
磨
海
関

　
監
督
に
任
命
さ
れ
る
事
に
つ
い
て
の
記
事
が
あ
る
。

⑰
実
録
乾
隆
…
三
年
＝
薄
戊
戌
の
条
、
論
軍
機
大
臣
等
、
即
応
鋸
所
奏
勘
定
漸

　
海
関
徴
募
洋
船
貨
物
、
酌
補
鞍
船
関
税
及
横
網
耳
塞
、
井
譜
用
内
府
珂
貸
義
理
関

　
税
…
摺
、
U
批
該
部
議
奏
、
避
難
男
癖
所
奏
、
所
見
甚
琵
、
…

⑱
　
香
坂
昌
紀
「
清
代
に
お
け
る
関
税
灘
錬
銀
両
懸
定
に
つ
い
て
」
（
『
集
刊
東
洋
学
臨

　
策
一
四
暑
）
。

・
α
9
・
実
録
雍
正
元
年
正
月
辛
卯
の
条
、
乾
隆
会
典
期
例
巻
四
八
関
税
下
の
条
。

⑳
～
実
録
乾
隆
八
年
降
月
丁
田
、
同
九
百
「
七
月
戊
戌
の
告
条
。

⑳
　
穆
海
関
士
口
巻
七
島
官
…
の
条
、
噌
雲
霞
十
四
年
六
月
泰
諭
旨
、
磐
海
関
税
務
…
、
自
答

　
隆
十
五
年
以
後
、
均
係
監
督
征
収
、
会
同
総
督
題
報
、
造
園
五
十
七
年
、
鉄
工
特

　
随
一
4
、
改
令
監
督
専
管
、
職
責
戒
護
督
撫
査
明
、
按
懸
造
隔
、
密
行
啓
部
、
挨
期
満

　
．
骸
対
、
以
防
弊
蜜
、
以
厳
鈎
稽
。
…

¢
　
同
撫
、
光
緒
会
典
事
例
巻
一
ご
二
七
戸
部
・
関
税
（
考
薮
）
の
条
。

・
⑳
　
乾
隆
会
典
則
例
巻
四
四
八
関
税
下
の
条
。

⑳
　
皇
朝
政
典
頚
一
巻
八
六
、
光
諸
会
典
事
例
巻
二
三
六
。

．
囎
　
こ
の
決
定
が
一
時
的
の
も
の
で
な
か
っ
た
事
は
、
光
緒
会
典
事
例
巻
二
霊
六
戸

　
都
・
関
税
の
条
に
、
こ
の
規
定
が
み
え
て
い
る
事
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
は
ず
で
あ
る
。
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　　556，　233

　　581，　802
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6．

7．

8．
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．

le．

11．

　　　26－N3．

6．26’一　4．

6．26－u　5．

5．26K一　6．

5．26一一　7，

5．　26N　8．

4．26N　9，

4．26一一le．

4，　26Nll．

3．26’一12．

9a25

9．25

9．25

8．25

8．25

8．25

7．25

．7．25

6，25

6．25

5．25

5．25

5a25

4．25

4．25

4，25

3a25

3．25
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459，　804

502，　769
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354，　668
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1
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27．

28．

29．

3e．

31．

32a

33．

34．

35．

36．

9．26N23．

9．26“v24．

8．26一一25．

8a　26N26i

8．26．一27．

7．26一一28．

7．26－w29．

7．26N3e．

6．26一一・31．

6．26’v32．

6．26一一33．

5．26be34．

5．26N35．

5．26N36．

4．26一一37．

9．25

8．25

8．25

8．25

7．25

7．　25

7．25

6，25

6．25

6．25

5．25

5r25

5．25

4．25

4．25

37．4．　26　一38．　ged3．　25

38．rw3．26”w39．3．25

39．

40．

41．

42．

43．

3．26一一4e．

3．26A・41．

2．26“一42．

2．26“一43．

2．26N44．

3．25

2．25

2．25

2．25

1，25

・
⑳
　
こ
の
引
出
六
を
つ
た
え
る
史
料
は
雰
常
に
多
い
が
、
　
　
例
と
し

　
て
、
雍
正
六
年
困
乏
二
四
己
咲
の
孔
鱗
…
殉
の
奏
摺
（
礁
皿
批
諭
旨
）

　
を
あ
げ
る
と
、
前
任
蒋
楊
文
乾
が
家
人
を
関
税
多
き
口
岸
に
つ

　
か
わ
し
得
役
と
と
も
に
徴
税
に
あ
た
ら
せ
て
い
た
の
を
、
高
騰

　
殉
到
任
と
と
も
に
あ
ら
た
め
た
と
い
っ
て
い
る
。

．
勤
　
前
芸
彬
「
広
束
十
三
行
考
」
は
そ
の
専
著
で
あ
る
。

㈱
　
百
瀬
弘
「
清
朝
異
重
星
統
治
に
於
け
ろ
財
政
経
済
政
雌
取
」

　
（
『
痕
亟
研
究
所
報
』
二
〇
）

．
聡
　
譲
・
む
づ
’
寓
O
房
ρ
：
労
O
一
馨
㎞
O
譜
船
．
．
勺
鋤
σ
Q
Φ
“
8

磁
・
こ
の
七
・
七
七
両
と
い
う
の
は
、
徴
税
の
基
本
単
位
と
も
い

　
う
べ
き
数
籠
で
、
船
舶
は
そ
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
三
級
に
わ
け

　
ら
れ
、
第
一
級
船
が
七
・
七
七
両
、
第
二
級
鍛
脳
が
七
・
一
四
二

　
両
、
第
三
級
船
が
五
・
○
○
○
爾
と
い
う
基
本
数
値
に
も
と
ず

　
い
て
、
課
税
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
で
あ
る
。

．
諦
　
雍
正
．
七
年
一
〇
月
二
八
月
付
、
伝
泰
の
奏
擢
（
三
毛
論
旨
）

　
に
、
焼
礼
銀
を
普
済
堂
の
支
出
の
た
め
に
使
用
し
た
事
を
い
っ

　
て
い
る
の
は
、
そ
の
目
パ
体
例
、
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

．
働
　
賊
朝
柔
遠
記
巻
四
、
撰
正
六
年
四
月
、
禁
索
洋
船
焼
礼
。

　
　
光
緒
会
盟
事
例
殊
烈
瓢
二
九
戸
蔀
・
関
税
の
条
（
乾
隆
）
二
十

　
五
年
覆
准
、
墜
海
関
一
切
譲
規
血
色
、
可
児
捌
除
、
工
作
帰
順

　
字
様
、
将
更
楚
条
款
、
刊
榜
暁
示
、
堀
吏
胃
格
外
需
索
、
孤
例

　
厳
懲
。

磁
　
香
坂
獄
田
紀
立
別
掲
ム
韻
文
。

纐
　
同
右
。

．
擁
　
　
こ
の
脚
数
硝
子
は
、
乾
隆
ム
孤
典
閾
川
例
…
巻
四
七
戸
都
．
…
酒
税
上
に
み

　
え
る
「
湾
省
関
税
、
以
乾
隆
＋
八
年
奏
錨
冊
計
之
、
共
醐
百
三

　
十
二
万
四
千
有
墨
田
有
奇
」
に
よ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

鱒
　
佐
々
木
正
哉
「
磨
海
関
の
晒
　
規
扁
（
『
東
洋
　
学
報
』
巻
霊
瞳
）
、

　
香
坂
・
晶
醐
掲
論
文
。
ま
た
、
安
部
健
夫
「
耗
羨
提
解
の
研
究
扁
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（
『
東
洋
史
研
究
』
一
六
ノ
四
）
は
、
地
丁
銭
糧
に
お
け
る
耗
羨
の
提
解
に
つ
い
て

　
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
関
税
や
塩
課
に
つ
い
て
も
、
こ
の
方
針
は
同
じ
で
あ
っ

　
た
ら
し
い
。
雍
正
七
年
閏
七
月
｝
二
日
付
の
暑
理
広
東
巡
撫
劇
務
傅
泰
の
奏
摺

　
（
殊
批
諭
旨
）
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。

　
…
距
巴
将
前
宮
及
鷺
接
任
所
収
蕉
税
轟
絵
、
倶
已
具
疏
二
折
、
自
分
頭
抱
頭
　
項
、

　
及
行
家
緻
送
先
収
一
半
一
項
、
倶
己
跨
具
批
文
、
解
送
戸
郁
、
転
解
内
庫
詑
。
…

働
　
那
部
則
二
輪
三
九
関
税
二
門
聯
隊
留
備
」
に
は
、
広
東
魏
撃
海
関
、
福
建
隔
閾

　
海
関
に
お
け
る
関
税
臓
除
銀
の
兵
舳
へ
の
支
出
に
関
す
る
、
こ
の
規
定
を
載
せ
て

　
い
る
。

、
δ
ぎ
。
巳
9
①
ω
こ
く
。
ド
一
の
巻
末
に
は
、
一
六
三
五
年
か
ら
一
七
覧
一
二
年
に
か

け
て
、
中
国
に
来
航
し
た
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ソ
ド
ム
晒
飴
所
属
商
船
の
船
…
名
、
来
航
場

所
、
ト
ソ
数
、
な
ど
を
配
録
し
た
｝
詩
細
な
附
表
が
つ
い
て
い
る
。

（
本
編
は
佐
狛
富
教
援
を
代
表
表
と
す
る
総
合
研
究
「
宋
口
話
会
の
基
礎
的
総
A
口

的
研
究
」
の
研
究
成
果
の
一
つ
で
あ
る
）

追
記
、
香
坂
品
紀
氏
の
教
示
に
よ
れ
ば
、
　
「
閾
海
関
造
送
題
審
案
例
」
が
静
嘉
堂
文

　
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
い
う
客
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
北
大
学
助
教
授
）

附
表
　
（
前
頁
）
懸
海
関
士
心
巻
一
〇
税
則
三
、
巻
二
四
欝
舶
（
歴
年
夷
船
来
数
）
の

　
各
条
に
よ
っ
て
作
製
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
　
こ
れ
と
は
別
に
、
認
。
誘
Φ

清朝の海関行政について（寺田）
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Chozt－li　were　natura！ly　the　following　styles，　uslng　tlie　sources　of　the

comments　in　classics　and　the　above　pictorial　expressions：

Ch’ang

Ch’i

Chan

Wu
Ch’i

Yiil

Chao
Sui

Tsing

（常）一…・且g．1－1，2

（拶の……fig．5－1～10

（tw）・・・…　fig．　3一一1，　2　left

（物）……行9．3－6

（旗）……丘9．2－4

（旗）・…一丘9．2－7

（麓◎……負9．1－3

（腿）……fig．5－1㌻3，11，12，　i5～19

（旛）・…一且9。3－4

In　addition，　we　explain　the　ensigns　in　the　ciassics　and　the　reai　styles

of　the　flags　and　the　like　used　in　funeral，　and　also　make　reference　to

the　religious　origin　fiags　in　China－to　invite　God　from　Heaven．

Administration　of　Marltime　Customs　in　the　Ching清Dynasty

by

Takanobu　Terada

　　‘History　of　the　Maritime　Customs　in　Ching清’can　be　roughly

divided　into　two　periods；one　is　ill　the　period　of　Kang－hsi康照，　Yung－

cheng雍正，　Chien－lung乾隆，　and　Kia－ching嘉慶，　and　the　o℃her　ill　the

period　after　the　conclu．sion　of　the　1＞々η1短η9薦京　Treaty　in　Tao－kuang

道うiL・　22，　1842．　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軌

　This　article　tries　to　clraw　a　rough　sl〈etch　of　maritime　cus£oms

administratiod　or　instltutional　liListory　of　niLaritime　custonas　in　the

first　half　period，　especially　treats　she　organization　and　system　of

maritime　custonas　ancl　coilectioR　and　use　of　customs，　to　offer　the

several　materials　in　consicleration　of　the　character　of　maritime　cus－

tonas　in　Ching．　．　，

（330）


